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みんなに

中級リーダーで得た経験
将来の仕事に生かしたい

教えたくなる

この 人

OIRASE FRONT PAGE Hayashi Misaki FILE_8

子
ど
も
会
育
成
連
合
会　

Ｓ
Ｊ
Ｌ
Ｃ

林
美
咲
さ
ん

はやし・みさき◉ 1995 年三沢市生
まれ。現在、町子ども会育成連合会
の SJLC（スマイル・ジュニア・リー
ダース・クラブ）の中級リーダーと
して活躍する。子ども会の行事の運
営に携わり、さまざまな経験を積み
重ねる。両親、妹、弟との５人暮ら
し。おいらせ町緑ヶ丘在住、14 歳。
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表紙の写真◉百石まつりにお
稚児役として参加した渡辺愛
子ちゃん＝（５つ）木崎＝。
真剣な表情で化粧をしてもら
う

おいらせの秋は祭り一色に彩られる。
遠い昔も、そして今も。
先人たちがつくりあげた祭りの歴史は、
子どもや孫たちに綿々と受け継がれる。
神への祈りと感謝を込めた祭りは、
地域の人々の強いつながりを生み出す。

百石まつり前夜祭は９月 18 日、中央公園で開かれた。
まつりばやし共演会でちょうちんを手に、前を見据える
北組の有

あり

澤
さわ

司
つかさ

さん（百石小５年）。

秋祭り
－豊作豊漁を神に祈る－

Special
Edition

ら
の
強
い
勧
め
だ
っ
た
と
い
う
。
小

学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
子
ど
も
会
活
動

に
参
加
し
て
い
た
林
さ
ん
。
子
ど
も

会
の
キ
ャ
ン
プ
や
研
修
会
で
の
積
極

的
な
姿
は
、
十
文
字
会
長
の
目
に
留

ま
っ
た
。
中
学
進
学
と
同
時
に
、
中

級
リ
ー
ダ
ー
へ
加
入
し
た
。

　

加
入
当
時
は
分
か
ら
な
い
こ
と
、

苦
労
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

と
い
う
。
な
か
な
か
自
分
の
思
い
が

小
学
生
た
ち
に
伝
わ
ら
ず
「
い
ら
い

ら
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
、

当
時
の
様
子
を
振
り
返
る
。

　

中
級
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を

積
み
重
ね
る
に
連
れ
、
忍
耐
力
や
企

画
力
、
そ
し
て
人
と
の
か
か
わ
り
の

大
切
さ
を
学
び
取
っ
た
林
さ
ん
。
将

来
は
「
ほ
か
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
仕
事
に
就
き
た
い
」
と
、
満
面
の

笑
み
で
前
を
見
た
。

　

町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
（
十
文

字
憲の

り

夫お

会
長
）
は
十
月
十
日
、
子
ど

も
会
ま
つ
り
を
開
い
た
。
町
内
の
小

学
生
た
ち
は
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に

集
ま
り
、
ゲ
ー
ム
や
体
験
活
動
な
ど

を
思
い
思
い
に
楽
し
ん
だ
。

　

中
学
生
た
ち
で
組
織
さ
れ
る
Ｓ
Ｊ

Ｌ
Ｃ
（
ス
マ
イ
ル
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
ス
・
ク
ラ
ブ
）
の
中
級
リ
ー

ダ
ー
た
ち
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
進
行
を

担
当
す
る
。
林
美み

咲さ
き

さ
ん
＝
（
一
四
）

緑
ヶ
丘
＝
は
そ
の
中
心
的
な
役
割
を

担
う
。
当
日
は
司
会
や
ゲ
ー
ム
進

行
、
出
店
の
手
伝
い
な
ど
を
ス
ム
ー

ズ
に
こ
な
し
た
。「
大
変
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た

こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
」
と

に
っ
こ
り
。

　

林
さ
ん
が
中
級
リ
ー
ダ
ー
に
か
か

わ
る
き
っ
か
け
は
、
十
文
字
会
長
か
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町
分
庁
舎
南
側
に
あ
る
若わ

か

宮み
や

八
幡
宮

は
、
杉
の
木
に
囲
ま
れ
ひ
っ
そ
り
と
建
つ

神
社
だ
。
毎
年
二
月
に
は
え
ん
ぶ
り
、
九

月
に
は
例
大
祭
が
行
わ
れ
る
。

　

現
在
の
百
石
ま
つ
り
は
、
若
宮
八
幡

宮
の
例
大
祭
だ
っ
た
。
今
か
ら
お
よ
そ

百
三
十
年
前
の
明
治
十
三
年
、
若
宮
八
幡

宮
の
み
こ
し
な
ど
を
、
四
㌔
ほ
ど
北
東
に

あ
る
土つ

ち

鼻は
な

神
社
（
明
神
下
）
へ
運
ん
だ
。

み
こ
し
は
土
鼻
神
社
で
二
泊
し
、
若
宮
八

の
例
大
祭
に
山
車
が
付
く
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
そ
の
歴
史
的
な
背
景
は
、
現
在
も

「
附つ

け

祭ま
つ
り
」
と
い
う
言
葉
が
残
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
想
像
で
き
る
。

　

北
向
敬け

い

夫お

さ
ん
＝
上
新
町（
七
九
）＝
は
、

若
宮
八
幡
宮
の
神
事
に
五
十
年
以
上
か
か

わ
っ
て
き
た
。
百
石
ま
つ
り
の
由
来
を
知

る
、
数
少
な
い
古
老
の
一
人
だ
。

　

北
向
さ
ん
は「
百
石
ま
つ
り
は
陸お

か

の
神
、

海
の
神
へ
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
祭
り
な

ん
で
す
」
と
話
す
。
昔
か
ら
こ
の
地
域
に

と
っ
て
、
農
産
物
や
海
産
物
は
生
活
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
豊
年
豊

漁
を
神
に
祈
願
す
る
気
持
ち
を
大
切
に
す

る
の
が
、
百
石
ま
つ
り
の
精
神
だ
。

　

百
石
ま
つ
り
は
、
北
向
さ
ん
に
と
っ
て

忙
し
い
日
々
の
始
ま
り
で
も
あ
る
。
神
へ

の
お
供
え
物
の
準
備
な
ど
を
、
手
際
よ
く

行
う
。「
昔
か
ら
サ
ケ
、
米
、
酒
、
野
菜

な
ど
、
お
供
え
す
る
も
の
は
決
ま
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　

北
向
さ
ん
は
最
近
、
病
を
患
い
病
院
へ

通
う
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も

半
世
紀
以
上
も
か
か
わ
っ
て
き
た
百
石
ま

つ
り
に
は
「
何
と
し
て
も
出
な
け
れ
ば
」

と
考
え
、
通
院
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し

た
と
い
う
。
物
静
か
な
古
老
の
、
祭
り
へ

の
熱
い
思
い
を
垣
間
見
た
。

幡
宮
へ
と
戻
る
。
こ
れ
が
百
石
ま
つ
り
の

由
来
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
二
十
二
年
に
は
根
岸
の
大
神
楽
や

太
鼓
な
ど
、
本
格
的
な
行
列
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
豊
作
を
祈
願
す
る
豊
年

旗
、
豊
漁
に
感
謝
す
る
豊
漁
旗
な
ど
も
加

わ
り
、
祭
り
は
い
っ
そ
う
に
ぎ
や
か
な
も

の
に
な
っ
た
。
明
治
三
十
八
年
に
は
、
日

露
戦
争
の
勝
利
を
祝
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

山
車
組
は
北
組
、
南
組
が
明
治
二
十
二

年
に
参
加
。
こ
れ
以
降
、
い
く
つ
も
の
山

車
組
が
参
加
し
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い

る
。
な
お
、
百
石
ま
つ
り
は
若
宮
八
幡
宮

1太平洋を見下ろす小高い丘の上にひっそり
とたたずむ土鼻神社（明神下）  2若宮八幡宮
の神事に半世紀余りかかわってきた北向敬夫
さん。農産物や海産物など、お供え物の準備
を丁寧に行う

若宮八幡宮と土鼻神社を行き来するみこし

肴町山車組、大工町山車組のルーツである和合組の記念写真。大正時代のものと推測される［提供／肴町町内会］

歴史をひもとく

百石まつりは明治時代から引き継がれる、
長い伝統を持つ祭りだ。
陸
お か

の神、海の神への祈りと感謝を込めて、
現在も古式ゆかしい伝統が守られる。
古くから祭りの歴史を知る古老は、
祭りへの思いを熱く語った。

百File

1 石 ま つ り

明　治 昭　和 平　成大　正

北組（明治 22 年）

南組（明治 22 年）

和合組（大正末期）

新道組（大正末期）

七軒町（大正末期）

藤ヶ森（昭和 44 年）

一川目（昭和 49 年）

根岸（昭和 57 年）

二川目（平成元年）

洋光台（平成 14 年）

百石まつりは明治 13 年ころから行われたと考えられている。現
存している山車組で最も古いのは北組と南組で、明治 22 年から
祭りに参加している。そのほかの山車組も、次第に山車を参加さ
せるようになってきた。残念ながら人手不足などで中断、中止を
してしまった山車組もある。
■参考文献／百石町誌

祈
り
と
感
謝
を
込
め
た
祭
り
は

百
三
十
年
の
長
い
伝
統
を
持
つ

祭
り
に
か
か
わ
り
半
世
紀
以
上

祭
り
を
愛
す
る
古
老
の
熱
い
思
い
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三丁目（大正末期） ×

×

×

中止（昭和 36 年）

中止（平成 15 年）

中断（昭和 39 年）／昭和 44 年復活

上新町（昭和初期？）

新町（昭和初期？）

大工町（昭和初期？）

肴町（昭和初期？）

百
石
ま
つ
り
に
参
加
し
た
山
車

【９月第３土・日・月開催】
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当
時
行
わ
れ
て
い
る
祭
り
は
、
明
治
時

代
か
ら
古
く
続
く
百
石
ま
つ
り
く
ら
い

だ
っ
た
。
三
田
地
区
か
ら
も
百
石
ま
つ
り

へ
行
く
人
は
い
た
。
し
か
し
、
ど
う
し
て

も
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
も
多
か
っ

た
。
ま
た
、
戦
後
の
貧
し
い
時
代
、
ほ
か

の
地
域
の
祭
り
に
足
を
向
け
る
こ
と
は
、

現
在
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
負
担

だ
っ
た
と
岩
崎
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

停
車
場
で
祭
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

祭
り
を
楽
し
ん
だ
。
大
人
た
ち
も
、
普
段

の
仕
事
を
忘
れ
、
祭
り
に
没
頭
し
た
。
仮

装
用
の
衣
装
を
作
る
た
め
、
若
い
母
親
た

ち
は
夜
遅
く
ま
で
集
ま
っ
て
作
業
を
し

た
。
岩
崎
さ
ん
は
「
疲
れ
て
も
何
と
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
楽
し

ま
せ
た
い
と
思
っ
て
、
お
母
さ
ん
た
ち
は

み
ん
な
笑
顔
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
当
時

を
思
い
出
し
な
が
ら
に
っ
こ
り
。

　

岩
崎
さ
ん
は
何
枚
も
の
古
い
写
真
を
取

り
出
し
、
一
枚
一
枚
じ
っ
く
り
と
見
つ
め

る
。若
か
り
し
こ
ろ
の
彼
女
の
姿
も
あ
る
。

今
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
も

大
勢
い
る
。

　

現
在
の
祭
り
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い

よ
う
な
、
小
さ
な
リ
ヤ
カ
ー
か
ら
始
ま
っ

た
下
田
ま
つ
り
。「
最
近
の
山
車
は
大
き

く
て
、
立
派
に
な
り
ま
し
た
ね
」
と
話
す

岩
崎
さ
ん
。
今
で
も
山
車
に
乗
る
生
き
人

形
の
姿
を
見
る
と
、
懐
か
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
い
う
。

昭　和 平　成

三田北組（昭和 27 年）

三田中組（昭和 27 年）

三田南組（昭和 27 年）

三本木（昭和 61 年）

間木（平成 17 年）

連合青年団（昭和 58 年）

下
田
ま
つ
り
に
参
加
し
た
山
車

下田まつりは昭和 27 年に始まった「てしゃばの祭
り」、昭和 30 年に改名した三田祭りが発展したも
のと伝えられている。
■参考文献／「下田まつり」生き人形の生い立ちと
類似事例（櫻庭俊美）

×

×

中止（平成 17 年）

中止（平成 16 年）

南
組
の
三
組
だ
。
山
車
を
作
る
予
算
が
少

な
か
っ
た
た
め
、
山
車
組
の
人
々
は
知
恵

を
絞
っ
た
。
そ
の
結
果
、
人
が
着
飾
っ
た

「
生
き
人
形
」
を
乗
せ
る
こ
と
を
思
い
つ

い
た
よ
う
だ
。

　

以
来
三
田
祭
り
は
、
生
き
人
形
に
強
い

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
続
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
あ
る
と
き
、
造
形
の
人
形
を
乗
せ

た
山
車
組
が
あ
っ
た
。
関
係
者
に
よ
る
協

議
で
「
造
形
人
形
だ
け
を
出
す
の
は
ル
ー

ル
違
反
。
生
き
人
形
を
必
ず
乗
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
取
り
決
め
ま
で
さ

れ
た
と
い
う
。

　

五
十
二
年
に
は
「
下
田
祭
り
」、
六
十

年
こ
ろ
に
は
「
下
田
ま
つ
り
」
と
名
称
を

変
え
た
。
こ
の
こ
ろ
に
は
三
田
地
区
ば
か

り
で
な
く
、
町
連
合
青
年
団
や
三
本
木
で

も
山
車
を
参
加
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
に
な
る
と
間
木
も
山
車
を
自
作
し
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

岩
崎
静し

ず

江え

さ
ん
＝
（
八
〇
）
三
田
＝
は
、

こ
の
祭
り
が
始
ま
っ
た
時
代
か
ら
、
生
き

人
形
を
務
め
た
経
験
を
持
つ
。
当
時
の
写

真
を
見
な
が
ら
懐
か
し
そ
う
に
話
す
。

　
「
戦
後
は
娯
楽
も
物
も
少
な
い
、
貧
し

い
時
代
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
祭
り
の
開
催
を
、
本
当
に
心

待
ち
に
し
て
い
た
ん
で
す
よ
」。

　

Ｊ
Ｒ
下
田
駅
周
辺
は
、
三
田
と
呼
ば
れ

る
地
域
だ
。
下
田
ま
つ
り
は
毎
年
九
月
、

駅
前
を
主
会
場
と
し
て
盛
大
に
行
わ
れ

る
。
参
加
す
る
み
こ
し
や
山
車
は
、
伏ふ

し

見み

稲い
な

荷り

神
社
か
ら
駅
前
広
場
を
通
り
、
奥
入

瀬
川
近
く
ま
で
練
り
歩
く
。
一
㌔
余
り
の

短
い
道
の
り
だ
が
、
沿
道
に
は
多
く
の
客

が
座
り
、
行
列
を
眺
め
る
。
初
日
の
お
通

り
、
二
日
目
の
お
還か

え

り
と
、
二
日
間
に
わ

た
る
祭
り
で
あ
る
。

　

戦
後
の
復
興
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
た

昭
和
二
十
六
年
、
三
田
青
年
会
の
有
志
ら

は
神
社
の
御ご

縁え
ん

日に
ち

に
集
ま
り
な
が
ら
、
地

域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
「
仮
装
行
列
で
も

し
よ
う
か
」
と
話
し
合
っ
た
。
翌
年
に
は

生
花
な
ど
で
飾
っ
た
リ
ヤ
カ
ー
に
、
思
い

思
い
に
着
飾
っ
た
人
が
乗
り
、
町
内
を
練

り
歩
い
た
。
小
さ
な
集
落
の
祭
り
だ
っ
た

が
、
人
々
の
大
き
な
楽
し
み
だ
っ
た
。
当

時
、下
田
駅
前
や
三
田
周
辺
は
「
停
車
場
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
た
め
、こ
の
祭
り
は「
て

し
ゃ
ば
の
祭
り
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

二
十
九
年
こ
ろ
に
は
伏
見
稲
荷
神
社

も
、こ
の
て
し
ゃ
ば
の
祭
り
に
加
わ
っ
た
。

そ
し
て
翌
年
、
祭
り
は
「
三
田
祭
り
」
と

改
名
す
る
。
馬
車
を
使
っ
て
本
格
的
に
山

車
を
作
り
始
め
た
の
も
、
こ
の
こ
ろ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
最
初
に
山
車
を
参
加
さ

せ
た
の
は
、
三
田
地
区
の
北
組
、
中
組
、

下田駅周辺は、かつて「停
て

車
し ゃ

場
ば

」と呼ばれた。
戦後の復興が少しずつ感じられた時代、
停車場の人々は子どもたちの楽しみや
地域を盛り上げるため、祭りを立ち上げた。
これが下田まつりの始まりである。
半世紀前に生き人形を務めた老婦人は、
昨日のことのように若き時代を思い出す。

下File

2 田 ま つ り

仮
装
行
列
で
も
し
よ
う
か
…

下
田
ま
つ
り
の
山
車
は
リ
ヤ
カ
ー

戦
後
で
娯
楽
も
物
も
少
な
い
時
代

母
た
ち
は
笑
顔
で
祭
り
の
準
備

仮装した女たちの乗ったリヤカーを、男たちが引く。昭和 28 年ころの写真と思われる。後列左端の女性は岩崎さん［提供／岩崎静江］

Voice 岩崎静江さん
いわさき・しずえ（80）

祭りが始まったころは、戦
後で物がない時代でした。
若い母親たちは祭りの衣装
をつくるため、毎晩遅くま
で集まったものです。子ど
もたちのために、みんなで
力を合わせたんですよ。

1人々は装飾したリヤカーを引きながら練り歩く。昭和 30 年以前
のものと思われる（提供／岩崎静江）　2祭りで最初に出場した生
き人形は、みそ踏みの仮装をしたといわれている。三田南組のは
んてんには、その様子がくっきりと描かれている
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よ
う
な
気
迫
で
追
い
払
う
こ
と
を
願
う
も

の
だ
。
そ
の
た
め
、
毎
年
欠
か
す
こ
と
な

く
根
岸
不
動
尊
へ
の
お
参
り
を
行
う
。

　

儀
式
は
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
る
。
大
工

町
の
一
行
は
神
主
の
祈
り
に
耳
を
澄
ま
せ

な
が
ら
、
手
を
合
わ
せ
る
。
最
後
に
お
払

い
を
受
け
、
四
十
分
余
り
に
及
ぶ
儀
式
は

終
わ
っ
た
。

　
「
神
へ
の
祈
り
や
感
謝
は
、
祭
り
に
は

絶
対
に
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
話

す
村
杉
さ
ん
。
大
工
町
は
八
十
年
以
上
も

の
長
い
間
、
こ
の
精
神
を
次
の
世
代
へ
引

き
継
い
で
き
た
。同
行
し
た
若
い
二
人
も
、

そ
の
伝
統
の
重
さ
を
胸
に
刻
ん
だ
。

ン
バ
ー
た
ち
に
は
重
要
な
役
目
が
待
っ
て

い
る
。
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
寄
付

金
を
募
る
「
門か

ど

付つ

け
」
だ
。
大
工
町
は
若

者
を
中
心
に
六
つ
の
班
を
編
成
し
、
担
当

地
区
を
割
り
当
て
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
班
員

は
地
図
を
確
認
す
る
と
、
い
っ
せ
い
に
山

車
小
屋
を
後
に
す
る
。

　

鈴
木
祐ひ

ろ

幸ゆ
き

さ
ん
（
二
九
）
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
山
車
組
に
加
わ
り
、
門
付
け

に
も
慣
れ
て
い
る
。
同
行
す
る
の
は
堀ほ

っ

切き
り

川が
わ

地
区
か
ら
参
加
す
る
橋
本
愛
さ
ん

（
十
六
）。
門
付
け
へ
行
く
の
は
今
回
で
二

回
目
だ
。

　

多
く
の
山
車
組
に
と
っ
て
門
付
け
で
得

る
収
入
は
、
山
車
運
行
の
重
要
な
財
源
に

な
っ
て
い
る
。
地
域
の
温
か
い
気
持
ち
、

祭
り
へ
の
愛
情
を
受
け
取
る
若
い
二
人
。

鈴
木
さ
ん
は
「
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
」
と
に
っ
こ
り
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　

山
車
運
行
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
若
い
メ

　

大
工
町
は
大
正
時
代
の
和
合
組
を
ル
ー

ツ
に
持
つ
、
と
て
も
歴
史
の
あ
る
山
車
組

だ
。
明
治
時
代
か
ら
参
加
し
た
北
組
、
南

組
に
次
い
で
、
三
番
目
に
古
い
山
車
組
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
百
石
ま
つ
り
に
は
十
一
台
の
山

車
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
自
作
の

山
車
は
三
台
。
大
工
町
も
山
車
の
自
作
に

こ
だ
わ
り
続
け
て
い
る
。
リ
ヤ
カ
ー
や
馬

車
で
参
加
し
て
い
た
昔
も
、
華
や
か
な
山

車
で
参
加
し
て
い
る
現
在
で
も
、
そ
の
精

神
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

製
作
の
中
心
的
役
割
を
担
う
の
は
、
山

車
作
り
に
四
十
年
余
り
か
か
わ
り
続
け

る
村
杉
徳の

り

孝た
か

さ
ん
＝
（
六
五
）
大
工
町
＝
。

今
年
の
山
車
は
、
古
く
か
ら
日
本
に
伝
わ

る
お
と
ぎ
話
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
だ
。

金
太
郎
や
桃
太
郎
、
浦
島
太
郎
な
ど
、
絵

本
に
出
て
く
る
昔
話
の
主
人
公
た
ち
の
人

形
が
、
山
車
を
華
や
か
に
飾
っ
て
い
る
。

　

村
杉
さ
ん
は
精
密
な
図
面
を
何
度
も
手

直
し
し
な
が
ら
、
山
車
製
作
の
構
想
を
練

り
続
け
て
き
た
。
も
と
も
と
百
石
ま
つ
り

の
山
車
は
、
陸
と
海
の
神
へ
の
豊
作
豊
漁

の
祈
り
を
込
め
、
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
装
飾

を
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
村
杉
さ
ん
。

「
神
へ
の
感
謝
を
山
車
の
人
形
に
込
め
る

こ
と
で
、
百
石
ま
つ
り
ら
し
さ
が
出
て
く

る
ん
で
す
」
と
言
い
切
る
。
大
工
町
の
山

車
は
ほ
か
の
山
車
組
と
比
べ
、
決
し
て
大

型
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
装
飾
は
、
海

や
山
の
も
の
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。

　

八
月
中
旬
か
ら
一
カ
月
余
り
、
若
者
た

ち
も
一
緒
に
夜
遅
く
ま
で
山
車
作
り
に
汗

を
流
し
続
け
た
。
祭
り
が
直
前
に
迫
る
こ

ろ
、
無
事
に
山
車
は
出
来
上
が
り
、
華
や

か
な
姿
を
現
し
た
。

　

百
石
ま
つ
り
当
日
、
大
工
町
の
山
車
製

作
関
係
者
は
朝
早
く
か
ら
山
車
小
屋
に
集

ま
り
、
村
杉
さ
ん
を
中
心
に
こ
の
日
の
流

れ
を
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
す
る
。
祭
り
は

午
後
か
ら
始
ま
る
が
、
午
前
中
の
う
ち
に

神
社
や
屯
所
な
ど
、
祭
り
期
間
中
に
お
世

話
に
な
る
と
こ
ろ
へ
、
感
謝
の
お
酒
を
届

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
回
り
は
村
杉

さ
ん
の
ほ
か
、三
村
伸の

ぶ

明あ
き

さ
ん
（
四
九
）、三

村
俊し

ゅ
ん

介す
け

さ
ん
（
四
〇
）
が
同
行
す
る
。

　

一
行
は
最
初
に
若
宮
八
幡
宮
、
土
鼻
神

社
へ
お
参
り
す
る
。
こ
の
二
つ
の
神
社
は

百
石
ま
つ
り
と
非
常
に
か
か
わ
り
が
深
い

神
社
で
、
ど
の
山
車
組
も
お
参
り
す
る
。

　

さ
ら
に
大
工
町
山
車
組
は
、
根
岸
地
区

に
あ
る
根
岸
不
動
尊
へ
の
お
参
り
も
欠
か

さ
な
い
。
古
く
か
ら
大
工
町
の
山
車
は
、

お
不
動
様
を
中
心
に
鎮
座
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
は
世
の
中
に
降
り
か
か
る
さ
ま
ざ
ま

な
災
い
を
、
お
不
動
様
の
に
ら
み
つ
け
る

山車作りの
伝統を引き継ぐ

1

23

4

5

1大工町山車組は毎年、根岸不動尊でお払いをし
てもらう。左から村杉徳孝さん、三村俊介さん、
三村伸明さん　2山車の図面を描く村杉さん。陸
と海の神に感謝する気持ちを込めた図面は、山車
製作に欠かせない　3大工町山車組の笛役を務め
る木村まどかさん＝（22）大工町＝。小学生のこ
ろから祭りにかかわってきた木村さんは、子ども
たちにお囃

は や

子
し

を指導する役目も担う　4大工町の
山車は完全自作。今年の山車はおとぎ話をモチー
フに、陸と海の神への感謝の気持ちを込めたもの。
日本の昔話を家庭で語ってほしいという願いも込
めている。中央の祠

ほこら

には不動尊が見えている　5
門付けでいただくお金は、山車運行の重要な財源
になる。笑顔でお金を受け取る橋本愛さん（左）。
深々と頭を下げて感謝する鈴木祐幸さん（右）

大工町は大正時代から百石まつりに
参加している、歴史の長い山車組だ。
以来山車の自作にこだわり続けている。
決して大きいわけではない山車だが、
陸の神、海の神への思いが込められる。
自作の山車にこだわり続けた大工町の
努力と汗の結晶だ。

陸
と
海
の
神
に
祈
り
と
感
謝

こ
だ
わ
り
を
貫
く
山
車
作
り

神
へ
の
祈
り
と
感
謝
は
欠
か
せ
な
い

伝
統
の
重
さ
を
胸
に
刻
む
後
継
者

若
者
た
ち
は
門
付
け
で

地
域
の
大
き
な
支
え
を
実
感
す
る
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Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
下
田
駅
の
西
側
に
あ
る

三
本
木
地
区
は
、百
世
帯
余
り
の
集
落
だ
。

下
田
ま
つ
り
の
時
期
が
近
づ
く
と
、
子
ど

も
た
ち
の
元
気
の
よ
い
お
は
や
し
の
音
色

が
響
き
渡
る
。

　

三
本
木
実
行
委
員
会
の
事
務
局
長
を
務

め
る
中
村
清せ

い

一い
ち

さ
ん
（
五
五
）
は
山
車
作

り
に
汗
を
流
し
な
が
ら
「
今
年
の
ま
つ
り

ば
や
し
競
演
会
は
優
勝
を
狙
え
る
よ
」と
、

子
ど
も
た
ち
を
見
つ
め
る
。

　

か
つ
て
、
下
田
ま
つ
り
は
三
田
祭
り
と

呼
ば
れ
、
三
田
地
区
の
人
々
が
主
流
の
祭

り
だ
っ
た
。中
村
さ
ん
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、

三
本
木
に
住
む
子
ど
も
た
ち
は
三
田
の
山

車
組
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
当
時
は
子
ど
も
の
数
が
今
と
比
べ

て
多
か
っ
た
時
代
。
三
田
地
区
の
子
ど
も

た
ち
が
優
先
的
に
山
車
の
上
で
太
鼓
を
た

た
い
た
。
中
村
さ
ん
は
「（
わ
た
し
も
）

太
鼓
を
た
た
き
た
か
っ
た
け
れ
ど
、
と
う

と
う
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」
と
、
懐
か

し
そ
う
に
当
時
を
振
り
返
る
。

　

彼
ら
は
大
人
に
な
り
、
親
に
な
っ
て
い

く
。「
三
本
木
の
子
ど
も
た
ち
に
太
鼓
を

た
た
く
喜
び
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」、

「
祭
り
に
参
加
し
て
、
子
ど
も
に
夢
を
与

え
た
い
」
と
考
え
る
の
は
、
自
然
の
成
り

行
き
だ
っ
た
。

　

三
本
木
の
大
人
た
ち
は
互
い
に
力
を
合

福
神
・
お
い
ら
せ
港
ま
つ
り
」
と
決
め
、

山
車
を
製
作
し
て
き
た
。そ
の
意
図
を「
来

年
新
し
い
百
石
漁
港
が
で
き
ま
す
よ
ね
。

そ
の
完
成
を
願
う
意
味
も
込
め
て
い
る
ん

で
す
よ
」
と
説
明
す
る
。

　

生
き
人
形
は
七
福
神
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
乗
せ
る
。
そ
の
中
で
唯
一
の
女
性
は
、

下
田
中
学
校
三
年
の
八や

重え

垣が
き

奈な

菜な

さ
ん

（
十
五
）
だ
。
八
重
垣
さ
ん
ら
は
昼
過
ぎ
の

祭
り
開
始
に
間
に
合
う
よ
う
、
十
時
に
は

三
本
木
集
会
所
に
集
ま
り
、
化
粧
や
衣
装

替
え
を
す
る
。

　

八
重
垣
さ
ん
の
み
ず
み
ず
し
い
肌
に
化

粧
を
施
す
母
親
の
妙た

え

子こ

さ
ん
（
四
二
）。
み

る
み
る
う
ち
に
真
っ
白
に
化
粧
さ
れ
た
自

分
の
顔
を
鏡
に
写
し「
お
母
さ
ん
、ち
ょ
っ

と
化
粧
濃
過
ぎ
な
い
」
と
話
す
娘
。「
ま

だ
ま
だ
足
り
な
い
く
ら
い
だ
よ
」
と
構
わ

ぬ
様
子
の
母
。
母
子
の
仲
む
つ
ま
じ
い
雰

囲
気
が
、
集
会
所
を
優
し
く
包
む
。
一
時

間
ほ
ど
で
菜
奈
さ
ん
の
化
粧
と
衣
装
替
え

は
終
わ
っ
た
。
自
分
の
姿
を
鏡
に
写
し
て

驚
く
奈
菜
さ
ん
。
一
緒
に
集
ま
っ
た
友
人

た
ち
も
笑
い
な
が
ら
そ
の
変
わ
り
よ
う
に

驚
い
て
い
る
。
山
車
に
乗
り
込
み
、
ポ
ー

ズ
を
と
っ
た
奈
菜
さ
ん
は
、
あ
で
や
か
な

本
物
の
人
形
の
よ
う
に
も
見
え
て
く
る
。

　

妙
子
さ
ん
は
山
車
に
乗
っ
た
生
き
人
形

4

4

4

4

を
い
と
お
し
そ
う
に
見
つ
め
る
。
十
年
ほ

ど
前
、
妙
子
さ
ん
も
生
き
人
形
と
し
て
山

車
に
乗
っ
た
経
験
を
持
つ
。
来
年
高
校
生

に
な
る
奈
菜
さ
ん
は
、
も
し
か
し
た
ら
部

活
動
や
勉
強
な
ど
で
忙
し
く
な
り
、
祭
り

へ
参
加
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
か
も
し

れ
な
い
。「
最
初
で
最
後
の
生
き
人
形
か

も
し
れ
な
い
。
本
当
に
か
わ
い
い
生
き
人

形
に
な
り
ま
し
た
ね
」
と
、
母
は
娘
に
優

し
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
た
。

残
っ
て
作
業
を
続
け
た
。
中
村
さ
ん
は
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
「
あ
の
と
き
は
自
分

た
ち
も
若
か
っ
た
。
一
番
勢
い
の
あ
っ
た

こ
ろ
で
す
よ
」
と
、
笑
い
な
が
ら
当
時
の

様
子
を
話
す
。

　

藤
ヶ
森
の
山
車
を
借
り
る
よ
う
に
な
っ

て
五
年
目
の
平
成
三
年
Ｉ
三
本
木
は
藤
ヶ

森
か
ら
山
車
の
台
車
を
譲
り
受
け
た
。
こ

の
こ
と
は
三
本
木
の
人
々
に
大
き
な
喜
び

を
与
え
た
。「
自
分
た
ち
の
山
車
を
持
て

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
」
と
。

　

以
来
二
十
年
以
上
、
三
本
木
は
地
域
の

熱
い
思
い
を
結
集
し
て
、
山
車
の
自
作
を

続
け
て
い
る
。

　

今
年
、三
本
木
は
山
車
の
テ
ー
マ
を「
七

わ
せ
、
祭
り
へ
の
参
加
を
願
っ
て
話
し
合

い
を
重
ね
た
。
そ
し
て
昭
和
六
十
一
年
、

百
石
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
る
藤
ヶ
森
町

内
会
か
ら
山
車
を
借
り
、
つ
い
に
下
田
ま

つ
り
へ
の
参
加
を
実
現
さ
せ
た
。

　

藤
ヶ
森
の
山
車
は
、
軽
い
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
で
作
ら
れ
た
人
形
を
乗
せ
る

構
造
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
下
田
ま
つ

り
は
生
き
人
形
、
つ
ま
り
実
際
の
人
間
を

乗
せ
る
こ
と
に
な
る
。
土
台
を
し
っ
か
り

さ
せ
る
た
め
に
、
改
造
が
必
要
だ
っ
た
。

　

百
石
ま
つ
り
と
下
田
ま
つ
り
の
開
催
時

期
は
一
週
間
の
違
い
し
か
な
い
。実
質
四
、

五
日
で
山
車
の
改
造
作
業
は
行
わ
れ
た
。

毎
晩
町
内
の
若
者
が
総
出
で
、
深
夜
ま
で

山車の細かい部分まで丹念に色を塗る。左から馬場義則さん、斉藤久さん

母から娘へ
伝える生き人形
青森県南地方最後の秋祭りで知られる下田まつり。
その大きな特徴は、「生き人形」だ。
かつてきらびやかな生き人形を演じた母親は、
愛する娘の生き人形姿をいとおしそうに見つめる。

祭
り
で
太
鼓
を
た
た
き
た
い

子
ど
も
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に

生
き
人
形
を
乗
せ
る
た
め

四
、五
日
の
短
期
間
で
山
車
を
改
造

か
つ
て
生
き
人
形
を
務
め
た
母
と

今
年
生
き
人
形
を
務
め
た
娘

1娘の奈菜さんの顔
に化粧を施す母の妙
子さん　2七福神の
一人、弁

べ ん

才
ざ い

天
て ん

の役を
演じた奈菜さん。山
車の装飾に負けない
くらい、美しい姿に
なった　3事務局長
を務める中村清一さ
ん。子どもたちの夢
をかなえたいと、20
年以上山車作りにか
かわってきた

1

2

3

秋祭り
－豊作豊漁を神に祈る－

Special
Edition
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川口馨さん
Kawaguchi Kaoru　(57)

小向毅志さん
Komukai Tsuyoshi　(52)

吉田勝則さん
Yoshida Katsunori　(57)

前田薫さん
Maeda Kaoru　(66)

小笠原和男さん
Ogasawara Kazuo　(49)

笹川和廣さん
Sasakawa Kazuhiro　(56)

馬場喜代治さん
Baba Kiyoji　(80)

　　　　　　　　　　二川目　　- Futakawame -　　　　　　　　酒
さけ

呑
の み

童子

　　　　　　　洋光台　　- Yokodai -　　　　　　　　　　　南総里見八犬伝

　　　　　　　南組　　- Minamigumi -　　　　　　　　　　南部師行出陣・南部騎馬軍団

　　　　　　　一川目　　- Hitokawame -　　　　　　　　　猛将清正　

　　　　　　　　大工町　　- Daikumachi -　　　　　　　　お伽
と ぎ

いしぶみ

　　　　　　　　　　新町　　- Shincho -　　　　　　　　　　　　長篠の合戦

　　　　　　　　　　肴町　　- Sakanamachi -　　　　　　　　　蒼
あ お

き狼チンギス・ハーン

大正時代にできた和合組が肴町と大工
町に分かれて山車を出したのが始まり
と言われています。現在は八戸市から
山車を借りています。肴町には祭りに
対して熱い思いを持つ人がたくさんい
ます。だからこそ、伝統を守る気概
が引き継がれています。子ども
から老人まで、みんなが祭り
を楽しんでいます。

新町の山車は、大正時代の新道組が
ルーツだと言われています。10 年く
らい前までは山車を自作していました
が、今は五戸町から山車を借りていま
す。昔と比べて、子どもの数は確かに
少なくなりました。でも長い歴史を
絶やすことは絶対にできません。
町内のみんなの思いを大切に、
これからも頑張ります。

二川目は平成元年から山車を百石まつ
りに参加させました。今年で 21 年目
を迎えます。地域のみんなが願った山
車運行は、構想から 10 年を費やしま
した。今は八戸市から山車を借りて
います。二川目はほかの町内と比
べ、子どもや若い人の数は多いほ
うだと思います。これからも子
どもたちと一緒に頑張ります。

洋光台は平成 14 年から百石まつりに
山車を参加させました。山車は八戸市
から借りています。地域の結束を高め
ために山車を出したいと、長い時間を
かけて構想を練りました。洋光台が独
　　自に行う夜間の町内山車運行は、
　　祭りに足を運ぶのが難しい高齢者
　　　からも大変好評です。

南組は明治 22 年から百石まつりに山
車を参加させている、大変歴史のある
山車組です。昔は山車を自作していま
したが、今は八戸市から借りています。
長い歴史の中で、人手不足などのため
に参加を中断しそうになったこともあ
ります。世帯数は少ないですが、みん
なで力を合わせ、伝統を引き継いでい
きます。

一川目の山車は昭和 49 年から百石ま
つりに参加しました。地域の青年団が
子どもたちに夢を与えたいと思い始め
たのがきっかけです。現在、山車は八
　　戸市から借りています。子どもや
　　若い夫婦がたくさん参加してくれ
　　　て、とても心強いです。

大工町は大正時代の和合組から流れを
くんでいる山車組です。以来長い間、
山車は地域の人々の手による自作にこ
だわってきました。大工町に住んでい
る人だけでなく、大工町出身者たちも
祭りに参加してくれます。これからも
　先人から受け継いだ伝統を、子ども
　や孫たちに継いでほしいと強く願っ
　ています。

許可番号 879

許可番号 876

許可番号 875

許可番号 874

許可番号 900

許可番号 878

許可番号 877

Interview 思い
百石まつりに参加する 11 台の山車、

下田まつりに参加する４台の山車、

それぞれの山車組代表者が、

秋祭りへの熱い思いを語った。

一川目町内会は宝くじ助成金を活
用し、祭り用衣装を購入しました
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橘一成さん
Tachibana Kazunari　(49)

福岡義忠さん
Fukuoka Yoshitada　(56)

藤ヶ森利昭さん
Fujigamori Toshiaki　(61)

福岡晃さん
Fukuoka Akira　(45)

北組は明治 22 年から百石まつりに山
車を参加させている、非常に歴史ある
山車組です。現在山車は八戸市から借
りています。以前は大人の楽しみの要
素が強かったですが、最近は地域の子
どもたちのため、という思いをみん
なが持っています。子どもたちの
笑顔は、何ものにも代えがたい
宝物ですね。

七軒町は大正時代から百石まつりに参
加しています。一時中断した時代もあ
りますが、復活しています。現在、山
車は八戸市から借りています。地域の
子どもの数は少なくなりましたが、み
んな友達を誘いながら、まつりを盛り
上げています。これからも力の続
く限り、力を合わせていきたいと
考えています。

藤ヶ森は昭和 44 年に初めて山車を百
石まつりに参加させました。最初は八
戸市から山車を借りていました。しか
し 30 年ほど前から、山車の自作を始
めました。地域の人々の技術、若
い力が強い団結力で結ばれてい
ます。将来を担う子どもたち
の夢のため、山車作りをこ
れからも続けていきます。

大正時代にあった新道組は、新町組と
上新町組に分かれました。これが上新
町組の始まりです。山車は自作にこだ
わっています。地域の人々が集まり、
楽しみながら山車を作ります。山車作
りに完璧なものはありません。いつも
試行錯誤しながら山車を作っていま
す。子どもたちが笑顔で楽しんでくれ
るのが、何よりの喜びです。

　　　　　　　　北組　　- Kitagumi -　　　　　　　　　　　輪廻転生・小栗判官と照手姫

　　　　　　　　七軒町　　- Shichigencho -　 　　　　　　前田慶次見参

　　　　　　　　藤ヶ森　　- Fujigamori -　　　　　　　　　豊臣秀吉・小田原城出陣

　　　　　　　　上新町　　- Kamishincho 　　　　　　　　天女のはごろも　　　　　　　　間木　　- Magi-　　　　　   　　　　　　　忍術合戦・児
じ

雷
ら い

也
や

　　　　　　　　三田北組　　- Mita-Kitagumi-  　　　　　　金太郎伝説

　　　　　　　　三田南組　- Mita-Minamigumi-  　　　　　 石川五右衛門・釜茹
ゆ

での刑

　　　　　　　　三本木　　- Sanbongi-  　　　　　　　　　 七福神・おいらせ港まつり 許可番号 873

許可番号 872

許可番号 871

許可番号 870許可番号 860

許可番号 857

許可番号 858

許可番号 859

中村清一さん
Nakamura Seiichi　(55)

中村信一さん
Nakamura Shinichi　(56)

村崎秀男さん
Murasaki Hideo　(54)

坂井田昇さん
Sakaida Noboru　(44)

三本木は昭和 61 年から山車を下田ま
つりに参加させました。最初は藤ヶ森
から借りていましたが、平成３年につ
いに山車を自作しました。わたしたち
は子どものころ、山車の上で太鼓をた
たくことができませんでした。子ども
たちの夢をかなえたいという強い思い
で、山車を作り続けています。これか
らも地域の力を結集し頑張ります。

三田南組は、三田祭り時代から山車を
参加させています。近年は地域の子ど
もの数が減少してきていますが、ほか
の地域からの子どもたちがたくさん参
加してくれるのは大変ありがたいこと
です。今年も若い人とベテランの力を
合わせて、満足のいく山車を作ること
ができました。長い歴史を絶やさない
よう、頑張っていきます。

三田北組は、三田祭り時代から山車を
参加させている、歴史の長い山車組で
す。本年はお盆過ぎころから本格的に
山車を作り始めました。若い人が役割
と責任を持って、しっかりと山車作り
をしてくれました。本当に助かってい
ます。先人から引き継いだ伝統を、こ
れからもしっかりと守っていきたいと
考えています。

間木は平成 17 年に山車を下田まつり
に参加させました。地域の子どもたち
に祭りの楽しさを味わってほしいとい
う強い思いが、地域のみんなの心に根
付いています。間木地区の子どもだけ
でなく、学区の違う木ノ下地区からの
参加者もいて、非常に心強く思います。
３年連続最優秀賞をいただき、大変光
栄に思っています。
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中
学
生
た
ち
の
し
っ
か
り
と
し
た
目

つ
き
と
振
る
舞
い
。
何
百
年
も
前
か

ら
、
絶
え
る
こ
と
な
く
引
き
継
が
れ

た
伝
統
芸
能
を
、
将
来
へ
つ
な
げ
て

く
れ
る
頼
も
し
い
子
ど
も
た
ち
だ
。

　

祭
り
を
行
う
た
め
に
は
、
何
カ
月

も
前
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
仕
事
で
は
な
く
、
地

域
の
活
動
と
し
て
、
自
主
的
に
か
か

わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
を
愛
す
る
者
た
ち
、
祭
り
を
大

切
に
思
う
者
た
ち
の
思
い
は
、
一
致

団
結
し
た
も
の
に
結
晶
化
す
る
。

　

こ
う
し
て
祭
り
に
熱
い
思
い
を

持
っ
て
か
か
わ
る
人
々
の
姿
は
、
ま

ぶ
し
い
ほ
ど
に
美
し
く
、
崇
高
な
も

の
に
感
じ
ら
れ
て
く
る
。
か
か
わ
る

者
だ
け
で
な
く
、
祭
り
を
見
る
者
に

も
、
そ
の
重
み
は
伝
わ
っ
て
く
る
。

楽
し
さ
や
喜
び
を
、
み
ん
な
で
共
感

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

祭
り
の
余
韻
を
残
し
な
が
ら
、
お

い
ら
せ
の
短
い
夏
は
終
わ
り
を
告
げ

て
い
く
。

　

百
石
ま
つ
り
は
神
事
と
の
か
か
わ

り
、
下
田
ま
つ
り
は
地
域
の
仮
装
行

列
か
ら
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
り
の
始

ま
り
に
は
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
で
も

変
わ
ら
な
い
の
は
、
仲
間
と
共
に
祭

り
の
準
備
に
汗
を
流
し
、
喜
び
を
共

に
分
か
ち
合
え
る
こ
と
だ
。

　

近
年
の
祭
り
は
、
地
域
の
人
々
の

「
楽
し
み
」、
地
域
の
「
観
光
」
と
し

て
の
要
素
が
加
わ
っ
た
。
地
域
の
み

ん
な
が
、
祭
り
の
時
期
を
待
ち
遠
し

く
思
う
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　

保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
の
施
設

は
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
を
祭
り
の

パ
レ
ー
ド
に
参
加
さ
せ
る
と
こ
ろ
が

非
常
に
多
い
。
保
育
、
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
、
祭
り
の
歴
史
や
伝
統

に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
保

護
者
た
ち
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
な
ど
を

手
に
し
な
が
ら
、
か
わ
い
い
子
ど
も

の
晴
れ
舞
台
を
一
心
に
見
つ
め
る
。

　

地
域
の
伝
統
芸
能
に
間
近
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
祭
り
の
大

き
な
魅
力
だ
。
日
ヶ
久
保
の
虎
舞
や

本
村
の
鶏
舞
な
ど
、
古
く
か
ら
伝
わ

る
芸
能
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も

多
い
。
伝
統
芸
能
は
後
継
者
が
次
第

に
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
し
っ

か
り
と
引
き
継
い
で
く
れ
る
若
者
が

い
る
の
は
心
強
い
。
小
学
生
た
ち
の

か
わ
い
ら
し
く
も
た
く
ま
し
い
姿
、

12
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1若宮八幡宮の行列は神事にちなんだものが多い。てんぐ
の面をかぶった猿

さ る

田
た ひ

彦
こ の

命
みこと

と中学生たち（百石まつり）　2祭
りには保育園児も出演する。伝統的な駒踊りを披露する深
沢保育園の園児たち（百石まつり）　3今年の百石まつりに
は、千葉学園高校バトントワリング部も参加。華麗な演技
で観客を魅了した

4百石まつりに毎年姿を見せ
る日ヶ久保の虎舞。子どもた
ちは恐ろしさのあまり泣き出
すこともしばしば　5三田南
組恒例の「ＯＢ太鼓」。若か
りしころの勇ましい姿を、若
者や子どもに披露する　6下
田まつり仮装に参加した中村
貴子さん＝三本木＝。昭和の
名曲「岸壁の母」をモチーフ
に、シベリア抑留から帰る息
子を待ちわびる姿を演じた。
迫真の演技に涙を流す老人も
いた　7三田北組はテントで
反省会。山車作りは地域の
人々を強く結びつける

67

あふれる笑顔
深まるきずな

祭りに参加するのは、神事にかかわるものだけではない。
老若男女、さまざまな人々が祭りを盛り上げている。
祭りは笑顔をもたらし、人同士のつながりを深める。
喜びを共感できるからこそ、祭りは人々を魅了する。
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豊
作
豊
漁
を
神
に
祈
る
。
祭
り
の
精
神
は
子
や
孫
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
。山車の上で太鼓をたたく小向穣

じ ょ

羽
う

くん（２つ）の姿に、
祖父の憲

の り

郎
お

さん＝（55）七軒町＝はにっこり笑顔

秋祭り
－豊作豊漁を神に祈る－

Special
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　暑い夏もお盆を過ぎてくると、おいらせの
朝夕の気温はぐっと下がってくる。そんなこ
ろ、町の至るところから子どもたちの元気な
おはやしの音色が、心地よく響いてくる。　
　同時に山車組の作業は忙しい毎日を迎える
ようになる。男たちは仕事帰りの疲れた体で、
山車作りに力を注ぐ。時には友と酒を酌み交
わしながら「今年の山車はこうやって飾ろう」、

「子どもたちに楽しんでもらおう」と話に花が
咲く。女たちは料理を作ったり、子どもの衣
装などを準備したりして祭りを支える。祭り
はコミュニティーの結束を強める大きなきっ
かけにつながっている。
　山車運行を迎える当日、山車組たちの熱い
思いは一気に花開く。祭りを迎えるまでに重
ねた苦労や疲れを忘れ、ひたすら祭りを楽し
む。遠い昔から、変わらぬ姿がそこにある。
　近年、少子化を迎えて子どもたちが少なく
なった－多くの山車組が実感している現実だ。
昔の山車組の写真を見ると「これほどまで子
どもが多かったのか」と驚く。最近はひとつ
の地域だけでなく、友達伝いで幅広い地域か
ら子どもたちが山車組に参加するようになっ
ている。今後の祭りのスタイルとして、主流
になっていくのではないだろうか。
　祭りは神事と切っても切れない、深いかか
わりを持つ。山や野で農作物、海で海産物を
得ながら、昔の人々は命をつないできた。豊
作豊漁を祈り、感謝する精神が祭りの原点で
ある。「陸の神様、今年も米が豊作であります
ように」、「海の神様、来年もよろしくお願い
します」－そんな気持ちが込められている。
歴史と伝統を意識して祭りにかかわることで、
祭りをさらに楽しむことができるはずだ。
　百石まつりは９月 19 日から３日間、下田
まつりは９月 26 日から２日間にわたり開か
れた。どちらも秋らしく、すがすがしい快晴
に恵まれた。山車組の多くはそのことにも感
謝しながら、来年の祭りの構想を練り始めて
いる。来年の祭りも晴れることを祈って、祭
りへ参加してみよう。おいらせの歴史と伝統、
熱い思いを五感で感じ取るために。

特集　秋祭り　－豊作豊漁を神に祈る－
　　　　　　　　　　　　　　　　　おわり

　　　　　　下田町誌、百石町誌、北奥日日新聞（北
向印刷所発行）、青い森青い風 2005 年９・10 月号（日
本原燃株式会社発行）、「下田まつり」生き人形の生い
立ちと類似事例（櫻庭俊美）

参考文献

最終章
Finale
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◀若松ミキさんの肖像画を手渡す若林さん（右）

◀町長へ提言書の概要を説明する柏﨑委員長（中央）、藤ヶ森副委員長（右）

◀中秋の名月輝く夜空と共に、美しくライトアップされた山車

◀村上教育長（右）へ図書カードを手渡す吉村さん（左）

◀甘い歌声で観客を魅了したボーカルのしまだめぐみさん（中央）

◀大きなシャボン玉に子どもたちは夢中で喜んだ

100 歳を祝ってプレゼント
　若林憲生さんは肖像画を寄贈

自立した地域を目指して
　住民自治組織提言書を提出

名月輝く夜空に山車が集う
　秋祭り山車合同夜間運行

小学校の図書購入のために
　図書カード４万円相当を寄贈

音のコラボに観客はうっとり
　和太鼓フェスティバル

秋晴れの休日を牧場で楽しむ
　ふれあい牧場デー

◀町長へ寄付金を手渡す柏崎会長（右）

◀震度６の揺れを体験。左から吉田玲那さん、田端景大君

おいらせ音頭制作に役立てて
　柏会は町へ 10 万円を寄付

災害の恐ろしさを実感
　甲洋小学校防災スクール

　若林憲
の り

生
お

さん（埼玉県在住）は９月 23 日、このほど 100
歳を迎えた若松ミキさんへ肖像画を寄贈しました。
　この肖像画は若松さん本人の写真を見ながら、非常に精
密に描かれたものです。若林さんは 100 歳を迎えた人がい
るたびに、肖像画を寄贈しています。この活動は平成９年
から続けられ、今回で 13 回目になります。
　肖像画を受け取った娘の若松千賀子さんは「母にそっく
り。ありがとうございます」とお礼を述べていました。
　なお、後日町は若松さんへ長寿祝い金を贈呈しました。

　住民自治組織検討委員会の柏﨑利信会長、藤ヶ森和子副
会長は 10 月２日、町長へ提言書を提出しました。
　本委員会はこれまで 18 回にわたる協議を重ね、住民自治
組織のあり方や枠組みなどについて検討してきました。今
回の提言書は、「住民自治組織の役割や活動内容」、「町内を
おおむね 11 のブロックに分けた組織づくり」などを盛り込
んだものです。
　柏﨑委員長は「自立した地域をつくるため、わたしたち
住民の役割はさらに重要になる」と語っていました。

　秋祭り山車合同夜間運行は 10 月３日に開かれました。こ
のイベントは今年で２年目を迎えます。
　百石まつりに参加した上新町と藤ヶ森、下田まつりに参
加した三田南組と間木、合わせて４台の山車が、イオンモー
ル内特設会場を夜間運行しました。
　来場者は快晴の夜空に輝く中秋の名月と、きらびやかな
山車の姿を楽しんでいました。橘裕章さん＝向山＝は「ど
の山車も彩り鮮やかで素晴らしいですね」と、山車の美し
さに見とれていました。

　青森県ダンススポーツ連盟（片桐圭司会長）は 10 月２日、
おいらせ DSC（ダンススポーツクラブ）の吉村敏文会長を
通じ、４万円相当の図書カードを寄贈しました。
　これは内閣総理大臣杯都道府県対抗大会（11 月１日開催）
への出場決定に向け、９月 27 日に開かれた県代表選手団壮
行パーティーの収入の一部をあてたものです。
　吉村さんは「子ども時代に本は欠かせないものです。今
回は甲洋小学校と木ノ下小学校の図書購入に活用してほし
いです」と話していました。

　和太鼓フェスティバルは 10 月４日、いちょう公園体育館
で開かれました。
　本町からは「王将太鼓」、「鼓

こ ち

蝶
ょ う

蘭
ら ん

舞
ぶ

」の２組が出演しま
した。力強く優雅な太鼓の響きに、観客は惜しみない拍手
を送ります。スペシャルゲストは函館を活動拠点に世界中
で活躍する「ひのき屋」の５人。メンバーは和太鼓にギター
やパーカッションの音色を織り交ぜながら、素晴らしい音
色を披露。当日訪れたおよそ 400 人の観客は、楽器の音色
やボーカルの歌声に、うっとりと耳を澄ませていました。

　ふれあい牧場デーは 10 月 11 日、カワヨグリーン牧場で
開かれました。
　これは同牧場を愛するボランティアスタッフたちの手づ
くりによるイベント。毎年多くの観客が訪れています。
　今年も秋のさわやかな好天に恵まれ、多くの人々が訪れ
ました。体験活動やコンサートなどが開かれました。
　仲間たちと共にバーベキューを楽しんでいた種市輝夫さ
ん＝若葉＝は「気分は最高ですね。また来年も来たいです」
と話していました。

　歌と踊りの活動を行っている柏
かしわ

会
か い

（柏崎 勲
いさお

会長）はこの
ほど本庁舎を訪れ、町へ 10 万円を寄付しました。
　これは本会が毎年開いているチャリティー活動で得た収
益金の一部を寄付したものです。
　柏崎会長は「おいらせは文化の香り高い町。町民の心を
ひとつにするおいらせ音頭の制作にあててほしい」とにっ
こり。寄付金を受け取った三村町長は「毎年寄付金をいた
だき、ありがとうございます」と深く頭を下げて感謝して
いました。

 Oirase Topics まちの話題 町のイベントや地域の話題などをお伝えします。身近な情報を広報まで寄せてください。企画課☎ 0178-56-4701

　甲洋小学校（荒谷国人校長、児童数 166 人）は９月 10 日、
防災スクールを開きました。これは子どもたちに災害への
備え、心構えを持ってもらうため、さまざまな訓練を行う
ものです。
　校庭には地震の揺れを体験できる起震車や、煙を充満さ
せるテント、水消火器コーナーなどを設置。児童らはそれ
ぞれの訓練を体験し、災害の恐ろしさを肌で感じました。
　田端景

け い

大
だ い

君（２年）は「すごい揺れでした。本当の地震だっ
たら大変だね」と話していました。
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1 救急医療体制の充実
救命率向上、医療水準の高度化を進める
ため、八戸市立市民病院にドクターカー
を導入します。

2 周産期医療体制の充実
八戸市立市民病院でハイリスクの妊婦や
新生児の受入体制を整備するため、圏域
自治体間で情報共有、連携を図ります。

3 子育て支援の充実
八戸市の各種子育て支援事業の対象区域
を圏域全体に拡大し、安心して子育てが
できる環境を整備します。

4 農業振興にかかる情報
提供体制の構築

観光農園や農業体験、農業支援および栽
培技術情報などを提供しあう体制をつく
り、農業の担い手育成などを図ります。

5 社会教育の推進
圏域内で実施する講座などの開催情報を
相互提供しあう体制をつくり、生涯学習
の機会充実を図ります。

6 圏域公共交通計画（仮
称）の策定

効率的かつ効果的な公共交通体制のあり
方や対応策をまとめた圏域公共交通計画

（仮称）を策定、推進します。

7 ICT イ ン フ ラ の 基 盤 整
備および利活用

光ファイバーなどの情報通信基盤の整備
を進める。ICT 利活用研究会（仮称）を設け、
連携施策を検討、推進します。

　

総
務
省
で
は
「
定
住
自
立

圏
構
想
」を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
少
子
高
齢
化
や
都
市

部
へ
の
人
口
流
出
な
ど
に
よ

っ
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
る
地
方
自
治
体
が
中
心
市

を
核
に
ま
と
ま
り
、
広
域
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も

の
で
す
。
医
療
や
福
祉
、
公

共
交
通
な
ど
、
市
町
村
単
独

で
は
確
保
で
き
な
い
都
市
機

能
や
事
業
を
、
圏
域
内
で
補

い
ま
す
。

　

お
い
ら
せ
町
議
会
は
九
月

定
例
会
で
「
八
戸
圏
域
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
」
の
内
容

を
審
議
し
、可
決
し
ま
し
た
。

九
月
二
十
四
日
、
本
町
と
八

戸
市
は
行
政
の
枠
組
み
を
越

え
て
、
連
携
し
て
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

本
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
地
域
団
体
の

代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
「
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」
を
設

け
ま
す
。
懇
談
会
は
具
体
的

な
協
議
を
行
い
、
取
り
組
み

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

8 八戸市東京事務所を活
用した地域情報発信

首都圏で圏域内の情報を発信する。本圏
域出身者を含めた UJI ターン希望者など
へのさまざまな相談に対応します。

9 グリーンツーリズムの
推進

三八地方農業観光振興協議会の体制を整
備します。受け入れ可能な農家の支援、
首都圏への情報発信を行います。

� 空き家バンクを活用し
た移住促進

空き家バンク制度を構築し、首都圏で本
圏域内への移住に必要な情報を提供しま
す。

� 安全・安心情報配信シ
ステムの構築

八戸市で実施している「ほっとスルメー
ル」の配信を、圏域全体に拡大します。

� 圏域内市町村職員育成
合同研修、学官連携地域シンクタンク事
業を活用した人材育成を行います。必要
に応じて専門家を招きます。

� NPO などの活動促進
八戸市市民活動サポートセンターの機能
を活用し、圏域内の NPO などの情報を市
町村間で共有し、情報を発信します。

持続可能な地域づくりを目指して

－八戸圏域定住自立圏構想を締結－

構想が目指す主な施策

「第４回日本一のおいらせ鮭まつり」は
11 月 14 日（土）、15 日（日）の両日開かれます。
サケのつかみ取りやサーモンレース、花火大会など
さまざまなイベントが行われます。
おいらせの晩秋の風物詩、鮭まつりにぜひ来てください。

問おいらせ鮭まつり実行委員会（商工観光課内）
　☎ 0178-56-4703

10:00 開場、当日券販売
10:30 開会セレモニー
10:50 サケつかみ取り試技
11:00 サケつかみ取り①
11:15 サーモンレース①
11:30 サケつかみ取り②、サケクイズ大会
12:00 サケ早づかみゲーム、お楽しみ抽選会
12:30 サーモンレース②

12:30

芸能
　□ 12:30- ／町民舞愛好会
　□ 13:00- ／夢のバルーンショー
　□ 13:40- ／大間辰歌謡ショー
　□ 14:00- ／袋小路きみまろ
　□ 14:30- ／ジェミーピークス

13:30 サケつかみ取り③
13:45 サーモンレース③
14:00 サケつかみ取り④
14:30 サーモンレース④
15:30 お楽しみ抽選会
17:00 花火大会
17:30 終了

10:00 開場・当日券販売
10:30 サケつかみ取り①
10:45 サーモンレース①
11:00 サケつかみ取り②
11:30 サーモンレース②、お楽しみ抽選会
12:00 サケ早づかみゲーム

12:00

芸能
　□ 12:00- ／本村郷土芸能保存会
　□ 12:30- ／フラダンスショー
　□ 12:50- ／新舞踊と歌謡ショー
　□ 13:40- ／よさこいソーラン
　□ 14:00- ／松永ひと美歌謡ショー

13:30 サケつかみ取り③
13:45 サーモンレース③
14:00 サケつかみ取り④
15:00 お楽しみ抽選会
15:30 終了

◦つかみ取りには▷スタイルコンテスト▷スモールコン
　テスト▷景品付きサケ－があります。
◦お楽しみ抽選会はサケつかみ取り参加者が対象です。
◦早づかみゲームは大人、子ども各 25 人が参加できます。

14 日（土）の主なイベント 15 日（日）の主なイベント

鮭ま
日本一のおいらせ

Oirase Salmon Festival                        in Oirase

つり Let's enjoy!
Salmon catch

サケつかみ取り券前売り券　好評発売中

前売り券

前売り券販売所◦おいらせ町役場、町商工会、JA 十和田おいらせ下田支店、
　　　　　　　　イオンモール下田、ラピア、MISAWA ITT

当日券1,000 円 1,200 円

写真◦サケ早づかみゲーム
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公
民
館
講
座
は
、
町
民
な
ら
誰

で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
講
座
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
申
し
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

十
二
月
二
十
日
（
日
）

　

十
時
か
ら
十
三
時
ま
で

●
場
所　

い
き
い
き
館

●
講
師　

高
田
ゆ
り
子
さ
ん

●
受
講
料　

無
料

●
材
料
費　

千
五
百
円

●
定
員　

親
子
十
五
組
（
先
着
）

●
対
象　

町
民
を
優
先
し
ま
す

●
申
込
締
め
切
り

　

十
二
月
八
日
（
火
）
ま
で

●
日
時　

十
二
月
九
日
（
水
）　

　

十
三
時
半
か
ら
十
五
時
半
ま
で

●
場
所　

パ
セ
リ
ー
菜

●
講
師　

出
町
勉
さ
ん

●
受
講
料　

無
料

●
材
料
費　

二
千
五
百
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手

　

袋
●
定
員　

町
民
二
十
人
（
先
着
）

●
申
込
締
め
切
り

　

十
一
月
二
十
四
日
（
火
）
ま
で

●
日
時　

十
二
月
二
十
日
（
日
）

　

十
四
時
か
ら
十
七
時
ま
で

●
場
所　

北
公
民
館

●
講
師　

大
久
保
巳
良
さ
ん

●
定
員　

十
五
人
（
先
着
）

●
対
象　

町
民
を
優
先
し
ま
す

●
受
講
料　

無
料

●
材
料
費　

三
百
円

●
申
込
締
め
切
り

　

十
二
月
八
日
（
火
）
ま
で

　

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

（
工
藤
志
郎
会
長
）
は
十
月

一
日
、
町
内
小
学
校
付
近
の

横
断
歩
道
に
横
断
旗
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
設
置
作
業
は
、
す

べ
て
の
横
断
歩
道
に
横
断
旗

を
取
り
付
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、
町

民
会
議
で
協
議
を
重
ね
、
優

先
順
位
を
付
け
な
が
ら
活
動

を
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

　

本
町
に
は
間
木
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
や
青
葉
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

な
ど
、
い
く
つ
か
の
組
織
を

住
民
自
ら
立
ち
上
げ
て
い
ま

す
。
工
藤
会
長
は
「
ぜ
ひ
こ

の
横
断
旗
を
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

●
楊
令
伝
10　
　
　

／
北
方
謙
三

●
食
シ
ョ
ッ
ク

　
　
　
　
　

／
読
売
新
聞
取
材
班

●
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
こ
の
商
店
街

　

に
学
べ
！
／
坂
本
光
司
研
究
室

●
悪
い
の
は
私
じ
ゃ
な
い
症
候
群

　
　
　
　
　
　
　
　

／
香
山
リ
カ

●
ボ
ク
に
宇
宙
一
の
幸
せ
を
く
れ

　

た
ジ
ャ
ガ
ー　
　

／
木
下
博
勝

●
パ
ン
の
耳
Ｉ
も
っ
た
い
な
い
！

　

捨
て
な
い
ア
イ
デ
ア
料
理
Ｉ

　
　
　
　
　
　

／
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

●
自
然
界
を
ゆ
る
が
す「
臨
界
点
」

　

の
謎　
　
　
　
　
　

／
矢
沢
潔

●
日
本
を
貶
め
た
10
人
の
売
国
政

　

治
家　
　
　

／
小
林
よ
し
の
り

●
生
き
る
。
Ｉ
が
ん
と
向
き
合
う

▼
一
般
書

●
外
科
医
須
磨
久
善　

／
海
堂
尊

●
楠
の
実
が
熟
す
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

／
諸
田
玲
子

●
フ
リ
ー
タ
ー
、
家
を
買
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
有
川
浩

●
デ
パ
ー
ト
へ
行
こ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　

／
真
保
裕
一

●
快
適
な
リ
フ
ォ
ー
ム
＆
模
様
が

　

え　
　
　
　
　

／
主
婦
の
友
社

●
い
の
ち
を
い
た
だ
く

　
　
　
　
　
　
　

／
内
田
美
智
子

●
お
さ
が
し
の
本
は
／
門
井
慶
喜

●
目
線
　
　
　
　
　
／
天
野
節
子

●
悪
党　
　
　
　
　
　

／
薬
丸
岳

　

７
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
／
井
上
怜
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

▼
児
童
書

●
ペ
ネ
ロ
ペ
と
ふ
た
ご
ち
ゃ
ん　

　
　
　
　

／
ア
ン
・
グ
ッ
ト
マ
ン

●
大
阪
う
ま
い
も
ん
の
う
た
　　

　
　
　
　
　
　
　

／
長
谷
川
義
史

●
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が

　

せ
！
／
き
し
わ
だ
自
然
資
料
館

●
き
に
な
る
と
も
だ
ち

　
　
　
　
　
　
　
／
内
田
麟
太
郎

●
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
シ
ュ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

／
大
野
益
弘

●
神
社
と
お
寺
が
わ
か
る
事
典

　
　
　
　
　
　
　
　
／
井
上
智
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

▼
北
公
民
館

●
歴
史
を
「
本
当
に
」
動
か
し
た

　

戦
国
武
将　
　
　

／
松
平
定
知

●
朝
１
分
か
ら
始
め
る「
朝
家
事
」

　

の
す
す
め
！　
　
　

／
沖
幸
子

●
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
手
早
く
で
き　

　

る
！
野
菜
の
う
ま
み
が
活
き
る

　

漬
け
物　
　
　

／
新
関
さ
と
み

●
あ
る
キ
ン
グ　

／
伊
坂
幸
太
郎

●
幽
霊
待
合
室　
　

／
赤
川
次
郎

●
オ
イ
ア
ウ
エ
漂
流
記
／
荻
原
浩

●
ト
ラ
ウ
マ　
　
　

／
江
原
啓
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

◎　

十
一
月
の
本
展
示　

◎

★
一
般
★

【
あ
な
た
の
知
ら
な
い
「
仕
事
た

ち
」】

　

い
ろ
い
ろ
な
職
業
に
従
事
す
る

　

人
々
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な

　

ど
★
児
童
書
★

【
大
変
身
！
の
本
】

　

登
場
人
物
が
変
身
す
る
絵
本
や

　

読
み
物

◎
十
一
月
の
よ
み
き
か
せ
会
◎

●
日
時　

十
一
月
十
四
日
（
土
）、

　
　
　
　

二
十
八
日
（
土
）　

　
　
　
　

十
四
時
か
ら

●
場
所　

あ
そ
ぼ
っ
と

　
　
　
　
（
図
書
館
内
）

◎
十
一
月
の
図
書
館
休
館
日
◎

　

二
日
（
月
）、
九
日
（
月
）、

　

十
六
日（
月
）、二
十
四
日（
火
）、

　

三
十
日
（
月
）

ら
束
の
根
元
を
水
に
浸
け
、
取
り
出

し
て
ひ
っ
く
り
返
す
と
、
水
は
稲
先

へ
と
伝
う
。
そ
れ
を
し
ば
ら
く
横
に

す
る
と
、
わ
ら
全
体
に
満
遍
な
く
行

き
わ
た
る
。
水
を
吸
い
込
ん
だ
わ
ら

は
、
わ
ら
打
ち
作
業
を
た
や
す
く
す

る
。
た
た
い
て
も
繊
維
を
痛
め
ず
に

柔
ら
か
く
な
り
、
細
工
が
し
や
す
く

な
っ
た
。

　

草わ
ら

鞋じ

に
爪つ

ま

掛が

け
し
た
も
の
を
ツ
マ

ゴ
と
い
う
。
ツ
マ
ゴ
の
底
は
草
鞋
を

編
む
要
領
で
、
横
編
み
を
し
て
甲
編

み
に
移
る
。
編
み
終
え
た
爪
先
に
ツ

マ
ゴ
型
を
合
わ
せ
、
ひ
ざ
で
上
か
ら

押
さ
え
な
が
ら
編
む
。
甲
の
中
央
を

二
本
飛
び
編
み
し
、
そ
の
左
右
一
、二

列
を
平
編
み
に
す
る
。
ツ
マ
ゴ
の
典

型
的
な
編
み
方
で
あ
る
。

　

軽
く
て
温
か
く
、
丈
夫
で
履
き
良

く
、
底
部
の
編
み
目
は
滑
り
止
め
の

役
目
も
果
た
し
て
い
た
。
雪
で
ぬ
れ

た
ツ
マ
ゴ
な
ど
の
履
き
物
は
、
い
ろ

り
の
上
の
火
棚
で
乾
か
し
た
。

　
　
　
（
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
庭
俊
美
）

　

町
教
育
委
員
会
は
、
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
基
づ
き
、
そ
の

権
限
に
属
す
る
事
務
の
管

理
、
執
行
状
況
に
つ
い
て

自
ら
点
検
、
評
価
を
行
い

ま
し
た
。

　

前
年
度
を
対
象
と
し
た

点
検
、
評
価
に
関
す
る
報

告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

次
の
通
り
閲
覧
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
立
小
中
学
校

の
耐
震
診
断
調
査
も
、
同

様
に
閲
覧
し
ま
す
。

●
閲
覧
場
所

　

①
学
務
課

　

②
中
央
公
民
館

　

③
東
公
民
館

　

④
北
公
民
館

●
閲
覧
期
間

　

十
二
月
二
十
八
日（
月
）

　

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

学
務
課

☎
０
１
７
８
（
56
）

　
　
　
　
　
　

４
２
５
８

公民館講座　問生涯学習課  ☎ 0178-56-4276図書館情報　問図書館／ 0178-52-3900

事務の点検評価報告書・耐震診断調査結果を公表

おいらせアーカイブス　File_021
　

農
閑
期
、
当
地
方
で
は
寒
さ
に
耐

え
忍
ぶ
暮
ら
し
が
あ
っ
た
。

　

石
や
丸
太
の
わ
ら
打
ち
台
に
、
わ

ら
の
束
を
乗
せ
て
木き

槌づ
ち

で
た
た
く
。

履
き
物
は
す
べ
て
自
ら
賄
っ
た
。
わ

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ
く
り

ク
リ
ス
マ
ス
寄
せ
植
え
教
室

正
月
し
め
縄
教
室

新
着
図
書
案
内

ツマゴ
［民具ふれあい館蔵］

問環境保健課　保健師　☎ 0178-56-4218

　町は将来を担う子どもたちに健康への理解を
持ってもらうため、健康教室を開いています。
　子どものころから健康を考えることは、体づく
りのためにも、将来のためにもとても大切なこと
です。

　体験を通して健康の大切さを感じ取った子ども
たち。家庭でもぜひ話題にしてください。
　学校、地域、家庭と一体になって取り組むこの
教室に、保護者も気軽に参加してください。

小 4 年対象

小５年対象

小６年対象

いのちのお話

タバコの害

お酒の害

　いのちのお話プロ
ジェクトあかりの助
産師を講師に招きま
した。
　妊娠、出産から子育てに至るまで、命の尊さをしっかり
と学びました。命の尊さに感動する子どもたち、命を授かっ
た時の喜びを思い返す保護者の姿がそこにはありました。

　福永恵美子薬剤師
（クローバー薬局）

を講師に招きました。
　近年、喫煙年齢は
次第に低年齢化しています。実験を通して、子どもたちは
タバコの害をしっかりと学びました。

　福永恵美子薬剤師
から、お酒の害を学
びました。
　アルコールパッチ
テストでお酒の害を実感する子どもたち。「お父さんに休肝
日を勧めたい」と話す子どももいました。

子
ど
も
の

健
康
を

守
る
た
め
に

町民会議会員と間木パトロール隊のメンバーたち。
地道な活動が、子どもたちの交通安全につながる

健康教室

黄色の横断旗で子どもの安全を守りたい

Health
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　日中仕事などで、税金の納付や相談が困難な皆さ
んを対象に、夜間と休日に納税相談日を設けていま
す。開設時間内であれば、各種税金を納めることも
できます。気軽に利用してください。

●問い合わせ　税務課　☎ 0178-56-4704

◎ 11 月 30 日（月）は次の税金の納付期限です。
　固定資産税（第４期）、国保税（第５期）
　介護保険料（第５期）、後期高齢者保険料（第５期）

　※納め忘れ防止、手間のかからない口座振替が
　　便利です。

■問い合わせ　八戸社会保険事務所　℡ 0178-44-1742
　　　　　　　町民課（本庁舎１階）℡ 0178-56-2246

民間委託がスタート

業者をかたった犯罪に注意してください

　

粗
大
ご
み
は
、
十
和
田
地
域

広
域
事
務
組
合
（
以
下
「
広
域
」）

指
定
の
ご
み
袋
（
大
）
に
入
り
き

ら
な
い
大
き
さ
の
ご
み
で
す
。

　

粗
大
ご
み
を
直
接
広
域
へ
運
搬

で
き
な
い
人
は
、
粗
大
ご
み
の
有

料
個
別
収
集
を
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
す
る
場
合
は
▽
町
民
課
▽
環

境
保
健
課
▽
北
部
出
張
所
Ｉ
の
い

ず
れ
か
の
窓
口
で
、
事
前
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
の
留
意
点

①
粗
大
ご
み
処
理
券
（
以
下
「
処

　

一
般
家
庭
や
事
業
所
で
ご
み
の

焼
却
（
野
焼
き
）
を
行
う
こ
と
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違

反
し
た
場
合
、
五
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
の
ご
み
を
ド
ラ
ム
缶
な
ど

で
焼
却
し
て
い
る
事
例
が
、
多
数

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
▽
洗
濯
物

を
干
せ
な
い
▽
煙
で
苦
し
く
て
窓

も
開
け
ら
れ
な
い
▽
健
康
被
害
が

心
配
Ｉ
な
ど
の
苦
情
が
町
へ
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
焼
却
は
近
所
迷
惑
に
な

り
ま
す
。
土
壌
や
大
気
の
汚
染
、

火
災
や
有
毒
ガ
ス
の
発
生
な
ど
も

引
き
起
こ
す
原
因
に
つ
な
が
り
ま

す
。
野
焼
き
は
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
林
漁
業
に
伴
う
必
要

最
小
限
の
も
の
、
宗
教
上
の
行
事

な
ど
、
軽
微
な
も
の
は
対
象
外
に

な
り
ま
す
。

　

子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
の
検

診
が
始
ま
り
ま
し
た
。
対
象

者
は
忘
れ
ず
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象
者
（
平
成
二
十
二
年

　

三
月
三
十
一
日
現
在
）

▽
子
宮
が
ん
検
診
／
二
十
歳

　

以
上
で
偶
数
年
齢
の
女
性

▽
乳
が
ん
検
診
／
四
十
歳
以

　

上
で
偶
数
年
齢
の
女
性

●
死
因
の
多
く
は
が
ん

　

四
十
、五
十
歳
代
の
女
性

の
死
因
の
多
く
は
、
が
ん
に

よ
る
も
の
で
す
。
子
育
て
や

仕
事
で
忙
し
い
時
期
だ
か
ら

こ
そ
、
き
ち
ん
と
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

検
診
を
受
け
る
と
、
初
期

段
階
の
が
ん
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
し
、
治
る
確

率
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

理
券
」）
の
買
い
置
き
や
譲
り

　

渡
し
、
換
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
ご
み
の
種
類
に
よ
り
、
分
解
す

　

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
粗
大
ご
み
は
、
収
集
日
の
朝
八

　

時
ま
で
に
家
の
外
に
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

④
処
理
券
を
貼
っ
て
い
な
い
粗
大

　

ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
処

　

理
券
が
は
が
れ
な
い
よ
う
に
し

　

て
く
だ
さ
い
。

⑤
四
㌧
ト
ラ
ッ
ク
で
粗
大
ご
み
を

　

収
集
し
ま
す
。
道
幅
が
狭
い
な

　

ど
の
場
合
は
、
申
し
込
み
の
際

　

に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

⑥
収
集
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
申

　

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
収
集
日

　

毎
月
第
二
、
第
四
金
曜
日

●
処
理
券
の
料
金

　
　

奥
行
き
、
幅
、
高
さ
の
う　

　

ち
、
一
辺
の
最
長
の
長
さ
に
よ

　

り
、
料
金
は
異
な
り
ま
す
。
▽

　

百
二
十
㌢
以
上
の
も
の
は
千
五

　

十
円
▽
百
二
十
㌢
未
満
の
も
の

　

は
五
百
二
十
五
円
Ｉ
で
す
。

　
　

た
だ
し
、
ふ
と
ん
な
ど
は
、

　

実
際
に
使
用
す
る
状
態
の
長
さ

　

で
判
断
し
ま
す
。

●
収
集
で
き
な
い
粗
大
ご
み

　

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

　

洗
濯
機
、
パ
ソ
コ
ン
、
危
険
物
、

　

産
業
廃
棄
物
な
ど

●
詳
細
内
容

　
　

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
し

　

て
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
や
窓
口
か
ら
入
手
す
る
こ
と

　

も
で
き
ま
す
。

●
広
域
へ
の
直
接
ご
み
持
ち
込
み

　
　

▽
可
燃
▽
不
燃
▽
資
源
▽
粗

　

大
Ｉ
を
持
ち
込
み
で
き
ま
す
。

　

処
理
手
数
料
は
五
十
㌔
あ
た
り

　

百
五
円
で
す
。
粗
大
ご
み
の
場

　

合
、
有
料
個
別
収
集
よ
り
も
割

　

安
で
す
。

月　日 会　場 時　間

夜間

11 月 ４日（水） 税 務 課
（ 本 庁 舎 ）

17:15-20:00
11 月 17 日（火）
11 月 10 日（火） 分庁サービス課

（ 分 庁 舎 ）11 月 24 日（火）
休日 11 月１日（日） 税務課（本庁舎） 8:30-17:00

国 年 マ民 金 ン

教 いて くえ らお ん

11 月の納税相談日

粗大ごみ▶▶▶ 問環境保健課  ☎ 0178-56-4218野焼き▶▶▶ 問環境保健課  ☎ 0178-56-4218

２年に一度はがん検診

農業用使用済みプラスチックは適正な処理を

町 内 会 有楽町／阿光坊／本村／新敷
錦ヶ丘／洗平

住吉町／若葉／青葉／緑ヶ丘
鶉久保／木ノ下／豊栄／豊原
向山／苫米地／洋光台／根岸
黒坂／深沢／一川目／二川目

鍋久保／三本木／三田／間木／曙
木内々／染屋／木崎／秋堂／中野平
苗振谷地／向坂／本町地区／くるみ団地
／藤ヶ森／いちょう団地／堀切川／川口
／明神下／横道／日ヶ久保

燃 え る ご み 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
燃えないごみ 11 月 27 日（金） 11 月 24 日（火） 11 月 23 日（月）

資 源 ご み 　　　　　　　　　　　11 月  ４日（水）　　　　　　　　　　　　11 月 11 日（水）
　　　　　　　　　　　11 月 18 日（水）　  　　　　　　　　　　  11 月 25 日（水）

粗 大 ご み 11 月 13 日（金）・27 日（金）　★有料予約制／１週間前までに申込みが必要です

缶 ・ プ ラ ス チ ッ ク 紙
プ ラ ス チ ッ ク 　 び ん 　

祝日も収集します　　　　　　　　　　　　　　　　　●問い合わせ　環境保健課（分庁舎１階）　℡ 0178-56-4218

ごみは夜出さず、収集日の朝８時までに出してください。ペットボトルのキャップやラベルははずしてください

今
年
の
十
月
か
ら

㈱
オ
リ
エ
ン
ト

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
関
す
る
こ
と
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
ネ
ン
。

納
付
や
免
除
申
請
の
案
内
を

業
者
が
電
話
で

会
社
名
や
口
座
番
号
を

聞
く
こ
と
は
な
い
ネ
ン
。

不
審
に
思
っ
た
ら

八
戸
社
会
保
険
事
務
所
に

連
絡
し
て
ネ
ン
。

注
意
し
て
く
だ
さ
い

こ
の
よ
う
に
行
う
ネ
ン
。

電話 手紙 戸別訪問

勤務先はどこですか？

口座番号を教えて…

　

農
業
用
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
は
、
農
業
者
が
自
ら
処
理

す
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
や
畑
で
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
焼
却
す
る
こ
と
は
、
環

境
へ
の
悪
影
響
や
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
回
収
は
次
の
通

り
行
い
ま
す
。

●
回
収
場
所

①
Ｊ
Ａ
十
和
田
お
い
ら
せ
も
も

　

い
し
支
店
・
二
川
目
野
菜
集

　

出
荷
セ
ン
タ
ー
／
十
一
月
五

　

日
（
木
）

②
Ｊ
Ａ
十
和
田
お
い
ら
せ
下
田

　

支
店
・
北
部
野
菜
セ
ン
タ
ー

　

／
十
一
月
六
日
（
金
）

●
時
間　

九
時
か
ら
十
六
時
ま

　

で
●
持
ち
込
み
方
法　

▽
使
用
済

　

み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
土
砂
を

　

よ
く
落
と
し
乾
燥
さ
せ
る
▽

　

ポ
リ
と
ビ
ニ
ー
ル
を
分
別
す

　

る
▽
肥
料
袋
は
束
に
し
て
梱

　

包
す
る
▽
苗
箱
は
二
十
程
度

　

を
重
ね
て
梱
包
す
る
▽
農
薬

　

容
器
は
洗
浄
し
乾
燥
さ
せ
る

●
助
成
費　

一
㌔
あ
た
り
十
円

　

を
町
で
助
成
し
ま
す

●
持
参
す
る
も
の　

印
鑑

●
問
い
合
わ
せ

①
Ｊ
Ａ
十
和
田
お
い
ら
せ
も
も

　

い
し
支
店
・
一
川
目
事
業
所

☎
０
１
７
８
（
52
）
２
３
８
４

②
Ｊ
Ａ
十
和
田
お
い
ら
せ
下
田

　

支
店
・
指
導
課

☎
０
１
７
８
（
50
）
０
１
８
０

③
町
農
林
水
産
課

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
２
７
９

保
福

健
祉

INFOMATION
HEALTH

環境保健課
☎ 56-4218

－　10 月から国民年金保険料の納付などは民間委託に－

－　犯罪に注意してください－

　委託業者は㈱オリエントコーポレー
ションだよ。保険料の納付や収納、免
除申請の案内などを請け負うよ。

□保険料納付書を持っていない人からは、現金は受け取りま
　せん。
□勤務先や口座番号などを訪ねることはありません。
□指定口座へ保険料の振り込みなどをお願いすることはあり
　ません。
　不審に思ったら、八戸社会保険事務所へ連絡してください。

農
業
用
使
用
済
み
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
回
収
を
行
い
ま
す

野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い

粗
大
ご
み
有
料
個
別
収
集

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
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めいちゃんちの生ドレッシング

Monthly Oirase Information
OIRASE BRAND_File⑨

おいらせが ブランド
[ 全国に誇れる]

おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

Meichan's Dressing

　町はおいらせブランド推進協議会と一緒にブラン
ドづくりに取り組んでいます。本年度はモニターツ
アーや新商品開発プロジェクトなどに取り組む予定
です。興味のある人は、ぜひ入会してください。
●問い合わせ
　おいらせブランド推進協議会　☎ 0178-56-2019
　ポータルサイト http://www.oirasebrand.com/

※有料広告掲載欄です

場　所 日　時 行事内容

三　田
保育園
☎ 0178
56-2008

11/１㊐     9:00～14:00 作品展示会

11/４㊌   10:00～11:00 手作りおもちゃで遊ぼう（ひまわり館）

11/５㊍   10:00～12:00 体験保育（２歳クラス）

11/10㊋   10:00～11:00 手作りおもちゃで遊ぼう（みらい館）

11/11㊌   10:00～12:00 体験保育（１歳クラス）

11/12㊍   10:00～12:00 体験保育（０歳クラス）

11/17㊋   10:00～11:30 親子クラブ

11/19㊍   10:00～11:30 ハンドメイドクラブ

11/25㊌   10:00～11:30 育児講座「ヨガ教室」

11/26㊍   10:00～12:00 マタニティママクラブ

11/６㊎、13㊎、20㊎、
27㊎    　 10:00～12:00

たんぽぽクラブ
※詳細はたんぽぽ通信をご覧ください

錦ヶ丘
保育園
☎ 0178
56-4051

11/12㊍   10:00～11:30 元気ルーム（エコバック製作）

11/19㊍   10:00～11:30 ピヨピヨルーム（エコバック製作）

菜の花
保育園
☎ 0176
53-8670

11/７㊏   10:00～11:30 体験保育

11/14㊏   11:00～12:30 乳幼児学級（幼児の歯の話と歯みがき指導）

11/14㊏   14:30～ ワクワクサークル（リース作り）

毎週土曜 15:00～16:00 キッズバレエ＆リフレッシュ体操（有料）

あゆみ
保育園
☎ 0178
52-2206

11/５㊍   10:00～12:00 郷土の新米でおにぎり作り

11/８㊐     9:30～12:30 あゆみ作品展

11/10㊋   10:00～11:30 七五三参り、給食体験

11/12㊍   10:00～11:30 はんど＆はあとサークル

11/13㊎   10:00～11:00 マタニティほんわかルーム（乳房の手入れ）

11/16㊊   10:00～11:30 おいらせクロパ

11/17㊋   10:00～11:30 お誕生会（対象／８月から11月生まれ）

11/19㊍   10:00～11:30 フラダンス

11/24㊋   10:00～11:30 おゆうぎを踊りましょう

11/26㊍   10:00～11:30 フラダンス

※詳細はきらら通信をご覧ください

子育て支援センターのサークル活動

　

納
税
は
国
民
の
大
切
な
義
務

で
す
。
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入

す
る
と
、
日
ご
ろ
か
ら
心
構
え

と
準
備
を
重
ね
、
無
理
な
く
納

税
で
き
ま
す
。

　

本
組
合
は
、
納
税
に
備
え
て

貯
蓄
し
よ
う
と
す
る
人
が
集
ま

り
、
自
主
的
に
組
織
し
た
団
体

で
す
。
計
画
的
な
貯
蓄
だ
け
で

な
く
、
税
を
正
し
く
理
解
す
る

た
め
の
研
修
会
を
開
く
な
ど
、

幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
納
税
貯
蓄
組
合
の
特
典

　
　

納
税
貯
蓄
組
合
預
金
の
利

　

子
に
は
、
税
金
が
か
か
り
ま

　

せ
ん
。
ま
た
、
業
務
に
必
要

　

な
書
類
な
ど
に
は
、
す
べ
て

　

印
紙
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

本
組
合
に
対
し
、
町
か
ら
補

　

助
金
や
奨
励
金
が
交
付
さ
れ

　

て
い
ま
す
。

●
加
入
方
法

　
　

現
在
百
五
十
一
組
合
、　

　

六
千
二
百
九
十
五
人
が
加
入

　

町
商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
有
効
期
限
は
、
十
一
月

三
十
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
期

限
ま
で
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

商
工
会
本
所

☎
０
１
７
８
（
56
）
２
５
１
１

　

商
工
会
百
石
支
所

☎
０
１
７
８
（
52
）
２
０
２
９

　

町
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

な
ど
、
自
力
で
除
雪
作
業
を
行

う
こ
と
が
難
し
い
人
に
対
し
、

除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

●
対
象
者　

一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、

　

身
体
障
害
者
な
ど

●
内
容　

十
五
㌢
以
上
雪
が
積

　

も
っ
た
と
き
に
、
玄
関
先
か

　

ら
道
路
ま
で
の
除
雪
を
行
い

　

ま
す
。
時
間
指
定
や
除
雪
範

　

囲
の
延
長
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
料
金　

一
時
間
あ
た
り
八
十

　

六
円

●
申
込
期
限　

十
一
月
三
十
日

　
（
月
）
ま
で

　

現
在
、
指
名
手
配
者
は
お
よ

そ
千
五
百
人
に
上
り
ま
す
。
オ

ウ
ム
真
理
教
被
疑
者
三
人
も
含

ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
再
び

犯
行
を
繰
り
返
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
一
刻
も
早
く
検
挙
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

警
察
は
総
力
を
挙
げ
て
、

十
一
月
中
に
追
跡
捜
査
を
行
う

予
定
で
す
。
わ
ず
か
な
情
報
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
警
察
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

　

火
災
や
救
急
な
ど
、
１
１
９

番
へ
の
通
報
時
は
▽
火
災
か
救

急
か
の
区
別
▽
場
所
や
目
標
物

▽
通
報
者
の
氏
名
や
電
話
番
号

Ｉ
な
ど
を
は
っ
き
り
伝
え
ま
し

ょ
う
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

応
急
手
当
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

落
ち
着
い
て
会
話
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
通
信
司
令
室
一
般
公
開

●
日
時　

十
一
月
七
日
（
土
）、

　

八
日
（
日
）
の
両
日　

十
時

　

か
ら
十
六
時
ま
で

●
場
所　

八
戸
消
防
本
部

●
問
い
合
わ
せ

　

八
戸
消
防
本
部
司
令
情
報
課

☎
０
１
７
８
（
44
）
２
１
３
５

　

年
末
は
し
尿
く
み
取
り
の
申

し
込
み
が
集
中
す
る
時
期
で

す
。
ス
ム
ー
ズ
な
処
理
を
す
る

た
め
、
十
二
月
十
日
（
木
）
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
先

［
下
田
地
区
］

　

県
南
清
掃
㈱
本
社

☎
０
１
７
６
（
23
）
４
３
５
１

［
百
石
地
区
］

　

第
一
清
掃
㈱

☎
０
１
７
８
（
44
）
２
６
２
４

●
問
い
合
わ
せ　

十
和
田
地
区

　

環
境
整
備
事
務
組
合

☎
０
１
７
６
（
55
）
２
１
７
８

　

広
報
お
い
ら
せ
十
月
号
に
、

次
の
通
り
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
訂
正
し
、お
わ
び
し
ま
す
。

●
訂
正
個
所　

九
ペ
ー
ジ
左
下

　

レ
ス
ト
ラ
ン
「
百ひ

ゃ

果っ
か

良り
ょ
う

彩さ
い

」

の
電
話
番
号

●
訂
正
内
容

［
誤
］

☎
０
１
７
８
（
20
）
０
５
６
２

［
正
］

☎
０
１
７
８
（
20
）
０
６
５

4

4

２

　

し
て
い
ま
す
。
加
入
希
望
者

　

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
に
組

　

織
さ
れ
て
い
る
組
合
長
へ
、

　

加
入
届
け
を
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
本
組
合
は
、
全
町
内

　

に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
新
た
な
組
合
の
組
織
方
法　

　
　

設
立
届
け
、
組
合
の
規
約

　

お
よ
び
組
合
員
名
簿
を
そ
れ

　

ぞ
れ
三
部
用
意
し
、
▽
税
務

　

署
▽
上
北
地
域
県
民
局
県
税

　

部
▽
町
税
務
課
Ｉ
の
い
ず
れ

　

か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
鮮
で
み
ず
み
ず
し
い
野
菜
サ
ラ
ダ

を
食
べ
る
と
き
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
欠

か
せ
な
い
調
味
料
の
ひ
と
つ
だ
。

　

木
ノ
下
地
区
で
こ
だ
わ
り
の
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
を
作
っ
て
い
る
の
は
、工
房「
キ

ッ
チ
ン
・
マ
マ
」
を
経
営
す
る
長
津
ゆ

か
り
さ
ん
。
地
元
産
の
ニ
ン
ニ
ク
や
タ

マ
ネ
ギ
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
は
「
め
い
ち
ゃ
ん
ち
の
生

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い

る
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
愛
す
る
娘
の
名
前

を
取
り
入
れ
た
、
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
一

品
だ
。
材
料
へ
の
こ
だ
わ
り
は
も
ち
ろ

ん
、
温
度
や
品
質
の
管
理
を
徹
底
し
、

受
注
生
産
で
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。

　

野
菜
サ
ラ
ダ
だ
け
で
な
く
、
パ
ス
タ

や
チ
ャ
ー
ハ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
料

理
に
合
う
。
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

キ
ッ
チ
ン
・
マ
マ　

長
津
ゆ
か
り

　

☎
０
１
７
８
（
56
）
５
９
５
６

納
税

問
税
務
課

　

☎ 

０
１
７
８
（
56
）
４
７
０
４

問
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
１
７
８
（
52
）
７
０
８
６

問
三
沢
警
察
署

　

☎
０
１
７
６
（
53
）
３
１
４
５

問
八
戸
北
消
防
署

　

☎
０
１
７
８
（
52
）
２
５
２
５

問
企
画
課

　

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
７
０
１

お
し
ら
せ

検  索 ←おいらせブランド

訂
正
し
ま
す

納
税
貯
蓄
組
合
に

加
入
し
て
く
だ
さ
い

高
齢
者
の
除
雪
作
業
を

お
手
伝
い
し
ま
す

年
末
の
し
尿
く
み
取
り

申
し
込
み
は
早
め
に

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は

十
一
月
三
十
日
ま
で

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙

に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

十
一
月
九
日
は

１
１
９
番
の
日
で
す

広
報
お
い
ら
せ
十
月
号
の

一
部
を
訂
正
し
ま
す
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戸籍の窓

こんにちは赤ちゃん

お悔やみ申し上げます

結婚おめでとう

９月届け出分。本誌への掲載を希望した人だけ載せてい
ます

　　松　林　達　也 木 ノ 下

　　李　澤　希　望 鶉 久 保

おいらせ町の人口
（10 月１日現在）

人口 前月比
男 12,205 － 10
女 12,877 ー 10
計 25,082 ー 21

世帯数 9,194 ー    9

（

10 件／届出 18 件

1 件／届出 4 件

16 件／届出 18 件

◦堀　川　　敬 69 上 新 町

◦岡　田　ハ　ル 79 二 川 目

◦北　向　ハルヱ 88 秋 堂

◦小　向　節　夫 57 上 新 町

◦平　　　石五郎 93 深 沢

◦澤　頭　康　夫 67 阿 光 坊

◦橋　本　英　次 76 苫 米 地

◦北　向　チ　ヤ 94 木 崎

◦石　岡　桂　一 71 上 新 町

◦玉　川　ゑ　つ 90 苫 米 地

◦木　村　功　志 60 木 内 々

◦成　田　愛　子 59 緑 ヶ 丘

◦𠮷　田　忠　彦 62 二 川 目

◦石　倉　み　ゑ 90 大 工 町

◦馬　場　ハ　ナ 93 苫 米 地

◦沼　館　勇　𠮷 78 六 丁 目

Monthly Oirase Information おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
は

「
新
春
！ 

う
そ
八
百
ほ
ら
吹
き

大
会
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

●
日
時　

平
成
二
十
二
年
一
月

　

十
七
日
（
日
）　

十
三
時
か

　

ら
●
会
場　

み
な
く
る
館

●
募
集
人
数　

先
着
十
組
（
一

　

組
二
人
以
上
の
出
場
も
可
能

　

で
す
）

●
発
表
内
容　

お
い
ら
せ
町
の

　

ま
ち
づ
く
り
構
想
に
ち
な
ん

　

だ
も
の
。
一
人
の
持
ち
時
間

　

は
七
分
以
内
で
す
。

●
表
彰　

大
賞
一
人
、
準
大
賞

　

二
人
を
表
彰
し
ま
す
。
参
加

　

賞
も
あ
り
ま
す
。
副
賞
と
し

　

て
町
特
産
品
を
用
意
し
て
い

　

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

　
（
企
画
課
内
）

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
７
０
１

　

町
は
平
成
二
十
一
年
度
町
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
な
ど
の
表
彰

式
を
行
う
た
め
、
該
当
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

本
年
中
に
次
の
よ
う
な
成
績

を
収
め
た
高
校
生
以
上
の
人

は
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象

①
体
育
功
労
賞　

町
の
ス
ポ
ー

　

ツ
振
興
に
尽
く
し
、
功
績
が

　

特
に
優
れ
て
い
る
人

②
指
導
者
功
労
賞　

▽
長
年
選

　

手
養
成
、
指
導
に
尽
く
し
た

　

人
▽
学
校
体
育
指
導
の
振
興

　

に
尽
く
し
た
人

③
ス
ポ
ー
ツ
賞　

全
国
大
会
な

　

ど
で
入
賞
以
上
の
成
績
を
収

　

め
た
人

④
優
秀
選
手
賞

　

男
性
を
対
象
に
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
た
簡
単
で
お
い
し

い
料
理
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

十
一
月
二
十
六
日

　
（
木
）　

十
八
時
半
か
ら
二
十

　

時
半
ま
で

●
場
所　

い
き
い
き
館

●
対
象　

お
お
む
ね
七
十
歳
未

　

満
の
男
性

●
材
料
費　

三
百
円

●
講
師　

町
栄
養
士
、
保
健
師

●
申
し
込
み
締
め
切
り　

　

十
一
月
十
六
日
（
月
）
ま
で

　

運
動
指
導
の
プ
ロ
か
ら
、
簡

単
に
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
運
動

法
を
学
び
ま
す
。

●
日
程　

十
二
月
十
日
、
十
二

　

月
二
十
四
日
、一
月
十
四
日
、

　

一
月
二
十
八
日
、
二
月
十
八

　

日
、
二
月
二
十
五
日
（
全
六

　

回
、
す
べ
て
木
曜
日
）

●
時
間　

十
三
時
半
か
ら
十
五

　

時
ま
で

●
場
所　

い
き
い
き
館

●
対
象　

お
お
む
ね
七
十
歳
未

　

満
の
人

●
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
講
師　

加
藤
智
子
さ
ん
（
健

　

康
運
動
指
導
士
）

●
申
し
込
み
締
め
切
り　

　

十
一
月
二
十
六
日
（
月
）
ま

　

で

●
受
付
期
間　

十
一
月
二
十
五

　

日
（
水
）
か
ら
十
二
月
七
日

　
（
月
）
ま
で

●
受
付
場
所　

町
地
域
整
備
課

●
講
習
会
場　

八
戸
会
場
／
八

　

戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
青
森
、

　

弘
前
、
五
所
川
原
で
も
講
習

　

を
行
い
ま
す
）

●
講
習
の
種
類

①
配
管
工
認
定
講
習

▽
講
習
日
時
／
平
成
二
十
二
年

　

一
月
二
十
七
日
（
水
）　

十

　

時
半
か
ら

②
責
任
技
術
者
更
新
講
習

▽
八
戸
市
民
の
講
習
日
時
／
平

　

成
二
十
二
年
一
月
二
十
六
日

　
（
火
）、
十
時
半
か
ら

▽
八
戸
市
民
以
外
の
人
の
講
習

　

日
時
／
同
日
、
十
四
時
か
ら

③
配
管
工
更
新
講
習

▽
講
習
日
時
／
平
成
二
十
二
年

　

一
月
二
十
七
日
（
水
）
十
四

　

時
か
ら

※
②
と
③
は
資
格
有
効
期
限
が

　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一

　

日
ま
で
の
人
が
対
象
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支

　

部
☎
０
１
７
・
７
３
４
・
５
０
５
６

　

地
域
整
備
課

　

歯
周
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
講
話
で
す
。

●
日
時　

十
二
月
九
日
（
水
）、

　

十
三
時
半
か
ら
十
五
時
半
ま

　

で
●
場
所　

東
公
民
館

●
講
師

1
木
村
英
敏
さ
ん
（
木
村
歯
科

　

医
院
院
長
）
／
「
体
の
健
康

　

は
歯
と
歯
ぐ
き
か
ら
」　

2
高
橋
清
乃
さ
ん
（
八
戸
赤
十

　

字
病
院
医
師
）
／
「
知
っ
て

　

得
す
る
！
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

　

ン
ド
ロ
ー
ム
」

●
申
し
込
み
締
め
切
り　

　

十
一
月
三
十
日
（
月
）
ま
で

⑤
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

⑥
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大
賞

⑦
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

●
申
請
期
限　

平
成
二
十
二
年

　

一
月
八
日
（
金
）
ま
で

●
申
請
方
法　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
募
集
種
目　

陸
上
自
衛
隊
高

　

等
工
科
学
校
生
徒

●
応
募
資
格　

十
五
歳
以
上　

　

十
七
歳
未
満
の
男
子
（
平
成

　

二
十
二
年
四
月
一
日
現
在
）

●
受
付
期
間　

十
一
月
一
日　

　
（
日
）
か
ら
平
成
二
十
二
年

　

一
月
八
日
（
金
）
ま
で

●
試
験
日　

平
成
二
十
二
年
一

　

月
二
十
三
日
（
土
）

　

試
験
会
場
や
待
遇
な
ど
、
詳

　

細
内
容
は
気
軽
に
問
い
合
わ

　

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　

三
沢
募
集
案
内
所

☎
０
１
７
６
（
53
）
１
３
４
６

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

　

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
７
０
１

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

  

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
２
５
９

問
環
境
保
健
課

　

 

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
２
１
８

問
環
境
保
健
課

　

 

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
２
１
８

問
環
境
保
健
課

　

 

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
２
１
８

問
地
域
整
備
課

　

 

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
８
１
９

問
自
衛
隊
・
三
沢
募
集
案
内
所

　

☎
０
１
７
６
（
53
）
１
３
４
６

募
集
し
ま
す

※有料広告掲載欄です

Tel:0178-52-2525 / Fax: 0178-52-2603
Web: Yahoo!や Googleで「アトリエゆう」を検索 

労働大臣検定一級写真技能士の店

有限会社アトリエゆう

成人式用
衣装レンタル振袖 ¥38,000～

（着物、帯、襦袢、草履、バッグ、小物一式含む )

・たくさん撮影したポーズの中からお気に入りの
　写真をお選びいただいております。

・撮影したプルーフ見本はプレゼント !

写真撮影

成人祝 撮影ご予約承り中

前回大会で大賞に輝いた
角田弘信さん（十和田市）

－町長と何でもしゃべりあおう－　町民懇談会

●問い合わせ　企画課　☎ 0178-56-4701

開催時間はすべて 18 時半からです。20 時ころの終了予定です。

月 日（曜日） 会場 対象町内

11 月

２日（月）二川目地区生活会館 二川目
10 日（火）東公民館 本町地区、苗振谷地
12 日（木）藤ヶ森地区生活会館 藤ヶ森、日ヶ久保

19 日（木）洋光台地区コミュニティ
センター 洋光台、根岸、黒坂、向坂

24 日（火）堀切川地区コミュニティ
センター 堀切川、川口、明神下、横道

26 日（木）秋堂地区コミュニティセ
ンター（台風のため変更）染屋、木崎、秋堂、中野平

◉木　村　海
かい

　人
と

（大晴・雅子） 一 川 目

◉宮　川　いろ羽
は

（進也・いづみ） 鶉 久 保

◉後　藤　史
ふみ

　果
か

（光英・由美子） 根 岸

◉高　安　美
み

瑠
る

来
く

（賢二・広美） 緑 ヶ 丘

◉野　呂　詩
し

　希
き

（健一・さやか） 緑 ヶ 丘

◉袴　田　かいり （雅裕樹・ゆかり） 間 木

◉小　向　大
だい

　希
き

（龍・絵里子） 大 工 町

◉盛　田　梨
り

　緒
お

（貴博・友紀） 木 ノ 下

◉川　﨑　隼
しゅ

太
んた

朗
ろう

（義光・優香） 三 田

◉山　下　塔
と

　亜
あ

（真志・沙織） 本 村

う
そ
八
百
ほ
ら
吹
き
大
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
の

該
当
者
を
募
集
し
ま
す

配
管
工
認
定
講
習
な
ど
を

開
催
し
ま
す

メ
タ
ボ
改
善
に
効
果
的

「
オ
ト
コ
の
栄
養
講
座

「
冬
場
の
運
動
不
足
解
消

教
室
」
を
開
催
し
ま
す

元
気
で
長
生
き
を
目
指
す

生
活
習
慣
病
予
防
講
座

平
成
二
十
一
年
度
の

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
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編

集

後

記

日・曜 行事名 時　間 場　所 備　　考
1 日
2 月
3 火

4 水
町民検診 受け付け／ 6:45-8:30 い き い き 館 ５日（水）、６日（木）も同様に開催します
認知症予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館

5 木 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
6 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
7 土
8 日
9 月

10 火
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の健康相談
１歳６カ月児健康診査 受け付け／ 12:30-12:45 い き い き 館 対象／平成 20 年４月生まれの子ども

11 水
転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 理学療法士の運動指導
２～３カ月児健康相談 受け付け／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象／平成 21 年８月生まれの子ども
乳幼児健康相談 受け付け／ 13:00-13:30 い き い き 館 月齢は問いません

12 木
転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
婦人科検診 受け付け／ 11:30-12:45 北 公 民 館 13 日（金）も同様に開催します

13 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
14 土
15 日 ２歳６カ月児健康診査 受け付け／ 12:30-12:45 い き い き 館 対象／平成 19 年４月から５月生まれの子ども
16 月
17 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の健康相談
18 水 健口栄養講座 9:30-13:00 北 公 民 館
19 木 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
20 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
21 土
22 日 愛の献血 10:00-16:30 イ オ ン モ ー ル
23 月
24 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の健康相談

25 水
転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 健康運動指導士の運動指導
９～ 10 カ月児健康相談 受け付け／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象／平成 21 年１月から２月生まれの子ども

26 木

転倒予防自主トレーニング 9:30-12:00 の び の び 館
愛の献血 10:00-16:00 分 庁 舎
転倒予防教室 11:00-12:00 老人福祉センター 理学療法士の運動指導
ポリオ予防接種 受け付け／ 13:30-14:00 北 公 民 館 対象／生後３カ月から 90 カ月の子ども
オトコの栄養講座 18:30-20:30 い き い き 館 詳細内容は 30 ページを確認してください

27 金
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
３歳児健康診査 受け付け／ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象／平成 18 年５月生まれの子ども

28 土
29 日
30 月

おいらせ 健康カレンダー11 月

▽
わ
た
し
の
住
む
町
内
会
は
、

秋
祭
り
と
は
縁
の
な
い
地
域
で

し
た
。
で
も
、
三
歳
く
ら
い
の

自
分
が
、
祭
り
の
は
ん
て
ん
を

着
て
い
る
写
真
が
ア
ル
バ
ム
に

あ
り
ま
し
た
。
一
体
何
の
祭
り

に
出
た
と
き
の
も
の
な
の
か
、

今
で
も
分
か
ら
ず
に
い
ま
す
▽

祭
り
に
か
か
わ
る
人
々
の
振
る

舞
い
は
、
歴
史
と
こ
だ
わ
り
を

感
じ
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

昔
か
ら
人
々
の
生
活
は
、
神
を

強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
よ

く
分
か
り
ま
す
。
そ
の
精
神
を

次
世
代
へ
つ
な
げ
た
い
と
い
う

強
い
思
い
を
感
じ
ま
す
▽
三
人

の
子
ど
も
た
ち
は
、
祭
り
を
見

る
の
が
大
好
き
で
す
。
毎
年
の

よ
う
に
下
田
ま
つ
り
、
百
石
ま

つ
り
、
そ
し
て
ほ
か
の
町
の
祭

り
を
見
に
行
き
ま
す
。
山
車
作

り
に
参
加
で
き
た
な
ら
、
も
っ

と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

企
画
課　

広
報
担
当

　
　
　
　
　
　
　

松
林　

拓
大

悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

各
種
相
談
の
窓
口

　
行
政
相
談
は
、
町
民
の

苦
情
や
意
見
を
聞
き
、
行

政
の
制
度
や
運
営
を
改
善

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
設

さ
れ
て
い
る
相
談
窓
口
で

す
。
道
路
整
備
や
土
地
問

題
な
ど
の
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
員
は
相
談
窓

口
開
設
日
だ
け
で
な
く
、

電
話
で
の
相
談
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
気
軽

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口
開
設
日

　
十
一
月
二
十
五
日（
水
）

　
十
時
か
ら
十
五
時
ま
で

●
場
所
　
中
央
公
民
館

●
相
談
員
　

　
町
民
相
談
は
、
日
常
生

活
で
発
生
す
る
よ
う
な
困

り
ご
と
や
悩
み
を
、
気
軽

に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

る
窓
口
で
す
。
奇
数
月
の

第
二
水
曜
日
は
中
央
公
民

館
、
偶
数
月
の
第
二
水
曜

日
は
東
公
民
館
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。相
談
す
る
こ
と
で
、

解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
相
談
窓
口
開
設
日

　
十
一
月
十
一
日
（
水
）

　
十
時
か
ら
十
五
時
ま
で

●
場
所
　
中
央
公
民
館

●
相
談
員
　

　
人
権
相
談
は
、
法
務
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
た
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
具
体
的
な
相
談
内
容
は

▽
離
婚
や
相
続
な
ど
の
家

庭
内
ト
ラ
ブ
ル
▽
高
齢
者

や
子
ど
も
の
虐
待
、
い
じ

め
▽
差
別
▽
近
隣
間
の
騒

音
ト
ラ
ブ
ル
Ｉ
な
ど
の
悩

み
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

●
相
談
窓
口
開
設
日

　
十
一
月
九
日
（
月
）

　
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で

●
場
所
　
中
央
公
民
館
　

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
は

町
民
を
対
象
に
、
弁
護
士

を
招
い
て
無
料
法
律
相
談

を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
一
人
当
た

り
二
十
分
程
度
で
す
。
希

望
者
は
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
十
一
月
十
八
日

　（
水
）　
十
三
時
か
ら
　

　
十
六
時
ま
で

●
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン

　
タ
ー
　

●
受
け
付
け
　
十
一
月
四

　
日
（
水
）
か
ら
電
話
で

　
受
け
付
け
し
ま
す

●
定
員
　
先
着
八
人
程
度

　
町
の
保
健
師
は
、
近
年

の
自
殺
者
増
加
防
止
の
た

め
、
う
つ
病
の
予
防
と
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
た
っ
た
ひ
と
つ
し
か

な
い
か
け
が
え
の
な
い
命

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
Ｉ

わ
た
し
た
ち
は
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な

い
で
、
心
の
悩
み
を
打
ち

明
け
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

は
、
い
つ
で
も
悩
み
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

問企画課　☎ 0178-56-4701

問企画課　☎ 0178-56-4701

問社会福祉協議会　☎ 0178-52-7066

問環境保健課　☎ 0178-56-4218

問町民課　☎ 0178-56-2246

行政相談

町民相談

弁護士の法律相談

こころの健康相談

人権相談

[ 中央公民館担当 ]
☎ 0178-56-3850

[ 中央公民館担当 ]

[ 東公民館担当 ]
☎ 0178-52-3848

[ 東公民館担当 ]

百石まつりパレードに参加し、人権の
大切さを訴える人権擁護委員

徳永幸雄

柏崎良子

中村廣美

小向恵子

まずは勇気を持って悩みを打ち明けることから。解決の糸口はきっと見えてきます

－無料で電話相談できます－

を利用してください

　法テラス青森は、法律トラブ
ルを抱えた人たちに、解決の
きっかけにつながる情報を提
供します。
　離婚や相続、金銭トラブル、
サラ金なによる多重債務－さ
まざまな悩みを相談すること
ができます。ひとりで解決する
ことの難しい悩みは、まず相談
してください。

〒 030-0861　青森市長島 1-3-1
法テラス青森

☎

法 テ ラ 青ス 森

0503383-5552
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Zoom
 Up -2009.N

ov-

頑張るおいらせ人にインタビュー
File_05

Zoom Up

Team
平賀 50 歳野球クラブ
下 田 ス ワ ン ク ラ ブ

Team
む つ 旺 球 会
下 田 ス ワ ン ク ラ ブ

Team
下 田 ス ワ ン ク ラ ブ
ポ ン 友 ク ラ ブ

Team
爺 爺 ク ラ ブ
下 田 ス ワ ン ク ラ ブ

Team
野 辺 地 ク ラ ブ
下 田 ス ワ ン ク ラ ブ

1 2 3 4 5 6
0 0 0 0 0 0
0 1 0 0 5 1 ×

1 2 3 4 5 6 7
0 0 1 0 1 0 0
0 0 2 1 0 1 ×

1 2 3 4 5 6 7
0 0 0 0 2 3 0
0 0 0 0 0 0 0

1 2 3 4 5
0 0 2 0 1
1 1 0 6 2 ×

1 2 3 4 5
3 0 0 0 0
0 0 3 0 7 ×

計
0
7

計
2
4

計
5
0

計
3

10

計
3

10

＊６回コールド
（平賀）中田－鳴海　（下田）澤頭俊－上久保

下田スワンクラブの戦跡

（むつ）外井－森山　（下田）上久保、澤頭俊－中村、上久保

（むつ）伊勢谷、秋田－力石　　（下田）澤頭俊－上久保

＊５回コールド
（爺爺）田中－今　（下田）木村－上久保

＊５回コールド
（野辺地）飯田、佐藤、橋本－濱野　（下田）木村－上久保

9/4
１回戦

9/19
３回戦

9/20
決勝戦

9/5
２回戦

9/20
準決勝

全員野球で走り、攻め、守った

下田スワンクラブ

優勝に至るまでの５試合、相手に許したのは８点。
奪った得点は 36点。３試合はコールド勝ち。
本当に強い。強すぎる。
第 16回東奥日報社杯県熟年野球選手権大会壮熟の部は
９月４日から 20日にわたり開かれた。
本町から出場した下田スワンクラブは、決勝戦で
ポン友クラブ（青森市）を５－０で破り、
初出場、初優勝を飾った。
全員野球で走り、攻め、守るチームとして臨んだ
彼らの思いをリポートした。

［前列左から］澤頭信雄5、田中正光コーチ8、北向政美監督�、佐藤市三郎コーチ�、小泉義明�、木村千代明�、　　　　　　　　澤頭俊幸�
［後列左から］高橋久雄主将�、松林政彦3、川崎光雄4、中村光雄1、村崎秀男6、袴田光雄�、竹ヶ原隆�、橋本章�、　　　　　袴田誠�、上久保辰視2、田端亨9

　

九
月
二
十
日
、
秋
の
さ
わ
や
か
な
青

空
が
広
が
る
岩
木
山
総
合
公
園
野
球
場

（
弘
前
市
）
Ｉ
澤
頭
俊と

し

幸ゆ
き

投
手
は
全
力

込
め
、
ミ
ッ
ト
目
が
け
て
ス
ト
レ
ー
ト

を
投
げ
る
。
バ
ッ
ト
が
空
を
切
る
。
三

振
、
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
上
久
保
辰た

つ

視み

捕

手
は
喜
び
を
あ
ら
わ
に
し
、
マ
ウ
ン
ド

上
の
澤
頭
投
手
と
抱
き
合
う
。
下
田
ス

ワ
ン
ク
ラ
ブ
優
勝
の
瞬
間
だ
。

　

第
十
六
回
東
奥
日
報
社
杯
青
森
県
熟

年
野
球
選
手
権
大
会
壮
熟
の
部
に
初
出

場
し
た
下
田
ス
ワ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
驚
異

的
な
強
さ
で
勝
ち
進
ん
だ
。
決
勝
戦
は

強
豪
ポ
ン
友
ク
ラ
ブ
（
青
森
市
）
を
５

対
０
で
倒
し
た
。

　

決
勝
戦
を
含
め
た
五
試
合
の
う
ち
、

コ
ー
ル
ド
勝
ち
は
三
試
合
。
走
攻
守
そ

ろ
っ
た
全
員
野
球
で
勝
利
を
重
ね
た
。

ま
さ
に
圧
巻
の
試
合
運
び
だ
っ
た
。

　

チ
ー
ム
を
指
揮
し
た
北
向
政ま

さ

美み

監
督

＝
（
六
二
）
木
崎
＝
は
「
ど
こ
か
ら
で

も
点
を
取
れ
る
チ
ー
ム
が
出
来
上
が
っ

た
」
と
、
誇
ら
し
げ
に
語
る
。
木
村
千ち

代よ

明あ
き

、
澤
頭
俊
幸
は
投
手
の
二
本
柱
と

し
て
勝
利
に
貢
献
。
完
投
能
力
の
あ
る

投
手
陣
と
し
て
、チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
。

　

選
手
ら
は
長
い
間
、
強
い
き
ず
な
で

結
ば
れ
な
が
ら
野
球
を
続
け
て
き
た
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
は
絶
対
の
自
信
が
あ

る
。
北
向
監
督
は
「
お
互
い
気
心
の
知

れ
た
者
同
士
。
来
年
も
優
勝
を
狙
い
ま

す
」
と
、確
固
た
る
決
意
で
前
を
見
た
。

Victory

1抜群のコントロールで相手打線を手玉に取った澤頭俊幸投手。決勝戦は見事に完封し、最優秀選手賞を受賞した　
2勝負強いバッティングで打撃賞に輝いた木村千代明選手　3上久保辰視捕手は投手の持ち味を存分に引き出した

－ 栄光をつかみ取った選手たち －

13

Shimoda Swan Club Menbers

2
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奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち

広報おいらせ 11 月号の印刷経費は、１部 66 円です

F  amiry
OIRASE

家 族 の き ず な

　
地
引
き
網
体
験
は
十
月
十
一
日
、

二
川
目
海
岸
で
開
か
れ
る
予
定
だ
っ

た
。
し
か
し
当
日
は
快
晴
な
が
ら
も

波
が
高
く
、
残
念
な
が
ら
海
へ
網
を

張
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
小
向
尊た

か
し
さ
ん
＝
（
六
一
）
上
新
町

＝
と
孫
の
こ
こ
ろ
さ
ん
＝
（
七
つ
）

宮
城
県
仙
台
市
＝
は
「
こ
ん
な
に
天

気
が
い
い
の
に
」と
少
し
残
念
そ
う
。

　
尊
さ
ん
は
四
人
の
孫
に
恵
ま
れ
た

が
、
中
で
も
こ
こ
ろ
さ
ん
は
初
孫
。

今
回
の
地
引
き
網
を
「
ぜ
ひ
体
験
さ

せ
た
い
」
と
考
え
た
。
朝
五
時
過
ぎ

に
は
起
床
し
、
孫
娘
の
家
族
と
共
に

二
川
目
海
岸
へ
や
っ
て
き
た
。

　
こ
こ
ろ
さ
ん
は
秋
休
み
の
真
っ
最

中
。
こ
の
地
引
き
網
体
験
の
こ
と
を

作
文
に
書
こ
う
と
考
え
て
い
た
そ
う

だ
。
こ
の
日
は
、
来
場
者
に
振
る
舞

わ
れ
た
温
か
い
サ
ケ
汁
を
口
に
し

「
お
い
し
い
ね
」
と
満
面
の
笑
顔
。

　
尊
さ
ん
は
こ
こ
ろ
さ
ん
と
会
う
の

は
半
年
ぶ
り
。
会
う
た
び
に
孫
娘
の

成
長
を
実
感
し
て
い
る
と
い
う
。「
い

つ
も
会
う
の
が
楽
し
み
で
す
。
元
気

に
育
っ
て
、
み
ん
な
を
喜
ば
せ
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
目
を
細
め
た
。

半
年
ぶ
り
に
会
う
か
わ
い
い
孫
娘

「
会
う
た
び
に
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
」

小
向
尊
さん   

こ
こ
ろ
さん 

（
上
新
町
・
宮
城
県
仙
台
市
）

こむかい・たかし◦ 1948 年生ま
れ。三菱電機システムサービス㈱
仙台サービスステーション所長を
経て、2005 年に八戸サービスス
テーション所長を務める。現在、
４人の孫に恵まれる。おいらせ町
上明堂在住、61 歳。

こむかい・こころ◦ 2002 年青森
市生まれ。父の転勤に伴い、宮城
県仙台市へ移る。現在、仙台市立
新田小学校１年生。７歳。

PROFILE


